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六
十
一
巻
二
号

　
　
　

は 

じ 

め 

に

　

Ｗ
・
Ｅ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
福
井
藩
の
藩
校
明
新
館
で
主
と
し
て
物
理
と
化

学
を
教
え
て
い
た
。
こ
の
時
、
藩
は
大
岩
貫
一
郎
と
中
野
外
志
男
の
二
人
を
正

式
な
グ
リ
フ
ィ
ス
の
助
手
す
な
わ
ち
職
員
と
し
て
採
用
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
先
に
、
本
誌
に
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た
メ
モ
“Students
”（
学
生

名
簿
）に
つ
い
て
」と
い
う
題
で
報
告
し
た（

１
）。

こ
れ
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
弟
子（
生

徒
）
と
し
て
ど
の
よ
う
な
人
物
が
い
た
か
を
知
る
基
礎
的
な
史
料
と
し
て
重
要

で
あ
る
と
考
え
、
こ
の
メ
モ
に
あ
る
五
〇
人
ほ
ど
の
生
徒
の
同
定
を
試
み
、
そ

の
う
ち
の
二
〇
人
ほ
ど
に
つ
い
て
同
定
が
で
き
た
の
で
そ
の
こ
と
を
報
告
し

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
大
岩
と
中
野
は
助
手
で
あ
る
た
め
、

上
記
の
メ
モ
に
は
名
前
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
二
人
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井

滞
在
中
最
も
グ
リ
フ
ィ
ス
の
身
近
に
い
た
人
物
と
考
え
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
助

手
と
し
て
学
校
で
も
接
触
が
あ
り
、
ま
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
新
居
に
も
こ
の
二

人
は
同
居
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
二
人
に
つ
い
て
、
一
章
で
は
こ
の
二
人
が
助
手
に

選
ば
れ
た
理
由
と
そ
の
時
期
に
つ
い
て
見
る
。
二
章
で
は
福
井
で
の
グ
リ
フ
ィ

ス
と
二
人
の
交
流
関
係
を
、
グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
日
記
や
姉
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛

て
の
手
紙
な
ど
を
通
し
て
見
る
。
三
章
で
は
大
岩
貫
一
郎
の
生
涯
を
記
し
、
四

章
で
は
中
野
外
志
男
の
生
涯
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

　

な
お
、
今
回
も
山
下
英
一
氏
の
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
（
増
補
改
訂
版
）』

（
２
）

の
中
の
『
グ
リ
フ
ィ
ス
日
記
』（
一
八
七
一
年
三
月
一
日
～
一
八
七
二
年
一
月

二
十
二
日
）
と
福
井
滞
在
中
の
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
て
の
手
紙
を
ま
と
め
た
『
グ

リ
フ
ィ
ス
福
井
書
簡
』（

３
）の

英
文
翻
刻
と
そ
の
日
本
語
訳
を
使
わ
せ
て
頂
い
た
。

グ
リ
フ
ィ
ス
の
二
人
の
助
手
に
つ
い
て　
―
大
岩
貫
一
郎
と
中
野
外
志
男
―

沖　
　
　

久　

也
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
二
人
の
助
手
に
つ
い
て

　
　
　

一　

大
岩
と
中
野
が
助
手
に
選
ば
れ
た
理
由
と
時
期
に
つ
い
て

　

大
岩
と
中
野
に
つ
い
て
は
『
福
井
県
立
福
井
中
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念

録
』

（
４
）

人
物
編
の
大
岩
貫
一
郎
の
項
に
「
藩
侯
は
大
岩
と
中
野
（
当
時
秀
才
と

聞
く
）
の
二
人
の
た
め
、
外
国
人
を
招
聘
し
た
と
の
世
評
が
あ
っ
た
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
藩
と
し
て
は
こ
の
二
人
に
特
別
な
期
待
が
あ
っ
て
外

国
人
に
直
接
指
導
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
向
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
を
裏
付
け
る
こ
と
が「
子
弟
輩
」（
松
平
文
庫
九
二
二
号
）に
見
ら
れ
る
。

大
岩
に
つ
い
て
は
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
十
二
月
の
所
に
「
謹
慎
中
で
あ
る

が
訳
あ
っ
て
登
城
の
上
修
行
を
申
し
付
け
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
グ
リ
フ
ィ
ス

の
来
福
が
決
ま
っ
た
の
で
、
藩
は
大
岩
に
準
備
の
た
め
に
既
に
来
福
し
て
い
た

ル
セ
ー
に
つ
い
て
英
語
を
学
ば
せ
る
た
め
に
し
た
措
置
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
中
野
の
「
子
弟
輩
」
に
は
、
明
治
三
年
十
月
の
所
に
「
諸
学
科
試
業

乃
上
中
級
へ
登
進
ニ
付
年
々
米
六
俵
被
下
候
」
と
あ
り
、
藩
が
中
野
を
優
秀
な

人
材
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
が
間
違
い
な
く
、
や
は
り
グ
リ
フ
ィ
ス
の

来
福
が
決
ま
り
、
ル
セ
ー
に
英
語
を
学
ば
せ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
こ
の
二
人
に
つ
い
て
は
、
藩
は
最
初
か
ら
特
別
に
教
育
し
て
欲
し

い
た
め
グ
リ
フ
ィ
ス
の
身
近
に
置
い
て
教
育
す
る
よ
う
に
願
い
、
そ
の
結
果
、

グ
リ
フ
ィ
ス
が
助
手
と
し
て
選
ん
だ
と
い
う
よ
り
、
藩
の
意
向
に
沿
っ
て
助
手

と
し
て
教
育
を
し
、
最
終
的
に
正
式
な
助
手
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

次
に
、
大
岩
と
中
野
が
助
手
に
な
っ
た
時
期
で
あ
る
が
、
正
式
に
二
人
が
助

手
に
な
っ
た
の
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
の
一
八
七
一
年
十
月
二
十
六
日
（
明

治
四
年
九
月
十
三
日
）
に
「
今
日
、
中
野
と
大
岩
が
化
学
科
の
助
手
に
任
命
さ

れ
る
」
と
あ
り
、
ま
た
、
両
人
の
「
子
弟
輩
」
に
は
い
ず
れ
も
明
治
四
年
九
月

十
三
日
の
項
に
「
化
学
科
庶
務
方
兼
教
授
手
伝
い
を
仰
せ
つ
け
ら
る
」
と
あ
り
、

こ
の
日
に
正
式
に
助
手
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
姉
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
宛
の
手
紙
（
一
八
七
一

年
五
月
十
七
日
付
）
の
中
で
「
中
野
、
私
の
助
手
、
は
洋
行
が
可
能
な
ら
そ

れ
に
推
薦
し
て
欲
し
い
と
言
っ
て
い
た
が
、
二
～
三
週
間
前
に
も
し
私
の
助

手
に
な
れ
る
な
ら
あ
き
ら
め
る
と
言
っ
た
の
で
、
木
滑
を
推
薦
し
た
」
と
記

し
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
手
紙
の
原
文
で
は
中
野
を
「m

y 

assistant

」
と
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
五
月
に
は
グ
リ
フ
ィ
ス

は
中
野
を
助
手
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
大
岩
に
つ
い
て
は
史
料
が
な

い
が
、
中
野
と
同
様
に
考
え
て
よ
い
と
思
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
岩
と
中

野
に
つ
い
て
は
藩
の
意
向
も
あ
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
最
初
か
ら
二
人
を
助
手
扱

い
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

二　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
と
福
井
書
簡
に
見
ら
れ
る
二
人
の
助
手

　

こ
こ
で
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
日
記
や
福
井
書
簡
な
ど
か
ら
グ
リ
フ
ィ
ス
と

二
人
の
交
流
を
見
る
。

　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
に
二
人
が
同
時
に
出
て
く
る
日
が
一
八
回
と
一
番
多

く
、
大
岩
だ
け
の
日
が
一
五
回
そ
し
て
中
野
が
八
回
で
あ
り
、
合
計
で
は
四
一

回
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
日
記
の
内
容
を
表
１
に
示
す
。
な
お
、
表
の
人
物
の
項

に
単
独
の
場
合
は
、
大
岩
や
中
野
と
記
し
、
二
人
が
同
時
の
場
合
は
両
者
と
し

た
。
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日付 内　容 人物
1871 年

1 6 月 6 日 中野と散歩に出掛けた 中野
2 6 月 7 日 夜、中野、大岩、小栗が英国史を読む 両者
3 7 月 1 日 昼寝をした、岩淵、大岩、中野と泳ぎに行った 両者
4 7 月 12 日 夜、中野、大岩、とロスコウの化学書を読んだ 両者
5 7 月 23 日 中野ともう一度散歩した 中野
6 9 月 7 日 中野が私から 20 両借りた 中野
7 9 月 11 日 大岩と中野が今日から教え始めた 両者
8 9 月 13 日 図画をはじめた、佐々木氏と中野が手伝った 中野
9 9 月 22 日 大岩が岩淵の代わりに通訳をした 大岩
10 9 月 27 日 大岩、中野、本多と化学の本を読んだ 両者
11 10 月 11 日 岩淵、中野と一緒に馬に乗った、中野が落馬した 中野
12 10 月 13 日 会食を中止する、中野と大岩は日本食にする 両者
13 10 月 14 日 岩淵、中野、大岩と城内や石垣、侍部屋を見て歩いた 両者
14 10 月 15 日 朝、中野、大岩と『新約聖書』のマタイ伝を読んだ 両者
15 10 月 15 日 大岩の家で夕食をとった 大岩
16 10 月 22 日 大岩、吐酔、中野とマタイ伝五章を読んだ 両者
17 10 月 23 日 県庁で中野と大岩の給料の話が決まった 両者
18 10 月 25 日 午後、大岩、中野、吐酔、岩淵と佐々木の家に行く 両者
19 10 月 26 日 今日、中野と大岩が化学科の助手に任命された 両者
20 10 月 26 日 大岩とバーカーの化学書を日本語に訳す 大岩
21 10 月 29 日 カール、中野、大岩、吐酔、岩淵とマタイ伝六章を読んだ 両者
22 11 月 7 日 午後、大岩と府中の方へ散歩、文明について大岩と話した 大岩
23 12 月 8 日 大岩と日本語の会話の練習をした 大岩
24 12 月 8 日 岩淵、中野、本山が病気になった 中野
25 12 月 10 日 吐酔、大岩、肥後と『新約聖書』を読んだ 大岩
26 12 月 15 日 11 時まで大岩と日本語の会話を練習した 大岩
27 12 月 17 日 江守、桑原、大岩が訪ねて来た 大岩
28 12 月 19 日 Ｂ組・Ｃ組は中野・大岩が授業をした 両者
29 12 月 24 日 朝、中野、吐酔、大岩とイエスのたとえ話を読んだ 両者
30 12 月 29 日 夕食、大岩とゆっくり話をした。福井か江戸か。通訳は何故侮られるのか 大岩
31 12 月 31 日 大岩は 1 年前、キリスト教徒が流罪になり福井を通った話をした 大岩

1872 年
32 1 月 1 日 夜、中野に教えてもらい東海道の旅の本を読んだ 中野
33 1 月 4 日 大岩と日本語の本を読んだ 大岩
34 1 月 7 日 10 時まで大岩と話をした 大岩
35 1 月 7 日 中野、大岩、吐酔と大きな寺へ行った 両者
36 1 月 14 日 朝食後、大岩と中野とマタイ伝を読んだ 両者
37 1 月 16 日 大岩が私の村田への手紙を持って帰って来た 大岩
38 1 月 17 日 夜、大岩や少年達と地図、案内書を調べた 大岩
39 1 月 18 日 大岩が「よろしい」と言う言葉を県庁からもらって帰ってきた 大岩
40 1 月 20 日 中野と少年達二人と散歩をした 中野
41 1 月 21 日 中野、大岩から茶と菓子の接待を受けた 両者

表 1　中野と大岩の２人の日付とその記述内容
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
二
人
の
助
手
に
つ
い
て

　

日
記
に
二
人
の
名
前
が
出
て
く
る
の
は
六
月
初
め
で
あ
る
。
先
の
一
章
で
記

し
た
よ
う
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
二
人
を
最
初
か
ら
助
手
と
し
て
扱
っ
て
い
た
と

す
れ
ば
、
日
記
に
名
前
が
記
さ
れ
る
の
が
遅
い
気
が
す
る
。
し
か
し
、
お
そ
ら

く
二
人
は
ま
だ
実
験
の
助
手
を
す
る
ほ
ど
化
学
の
知
識
も
無
く
、
更
に
グ
リ

フ
ィ
ス
も
福
井
に
来
た
ば
か
り
で
藩
の
要
人
た
ち
と
の
交
流
が
あ
り
、
ま
た
化

学
所
や
新
居
の
設
計
そ
し
て
授
業
に
つ
い
て
も
試
行
錯
誤
の
状
態
で
あ
り
、
福

井
の
町
や
周
辺
の
状
況
を
知
る
必
要
が
あ
る
な
ど
、
学
校
以
外
の
こ
と
で
日
記

に
記
す
こ
と
が
多
く
、
二
人
に
関
す
る
記
述
が
無
い
の
で
は
と
思
わ
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
六
、七
月
に
入
り
グ
リ
フ
ィ
ス
も
少
し
落
ち
着
き
、
二
人
に
助
手

と
し
て
の
教
育
や
他
の
生
徒
と
違
っ
た
交
流
も
あ
り
、
日
記
中
に
名
前
が
現
れ

た
と
思
う
が
、
な
ぜ
、
こ
の
時
期
に
中
野
と
の
散
歩
が
多
い
の
か
は
よ
く
分
か

ら
な
い
。

　

八
月
は
二
人
の
名
前
は
一
度
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
八
月
十
四
日
か
ら
九
月

三
日
ま
で
夏
休
み
で
、
そ
の
期
間
に
グ
リ
フ
ィ
ス
は
白
山
登
山
や
、
そ
の
前
に

も
三
国
に
一
泊
二
日
で
出
掛
け
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
以
外
に
も
日

帰
り
の
小
旅
行
を
た
び
た
び
し
て
い
る
が
、
大
岩
と
中
野
は
一
度
も
同
行
し
た

形
跡
は
な
い
。
普
通
に
考
え
れ
ば
、
こ
の
二
人
の
助
手
の
教
育
を
す
る
に
は
絶

好
の
機
会
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
な
ぜ
、
同
行
さ
せ
な
か
っ
た
か
そ
の
理
由

は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

　

九
月
十
一
日
に
「
大
岩
と
中
野
が
今
日
か
ら
教
え
始
め
た
」
と
あ
り
、
こ
の

こ
ろ
か
ら
実
際
に
助
手
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
九
月
二
十
五
日
に

グ
リ
フ
ィ
ス
の
新
居
に
二
人
は
同
居
し
て
い
る
。

　

十
月
に
な
る
と
、
十
五
日
に
「
朝
、
中
野
、
大
岩
と
『
新
約
聖
書
』
の
マ
タ

イ
伝
を
読
ん
だ
」
と
あ
り
、
そ
の
後
も
二
十
二
日
、
二
十
九
日
に
も
聖
書
を
読

ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
自
宅
で
同
居
人
達
と
聖
書
を
日
曜
日

に
読
む
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
出
席
者
は
同
居
人
に
限

ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
家
老
の
息
子
で
あ
る
本
多
が
出
席
し
て
い
な
い
の
は
注

目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

十
一
月
は
七
日
の
大
岩
と
の
散
歩
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
日
曜
日
に
は

聖
書
を
読
ん
で
い
る
。
な
ぜ
か
、
こ
の
月
は
「
家
族
全
員
で
「
山
上
の
垂
訓
」

読
ん
だ
」（
五
日
）
や
「
い
つ
も
の
よ
う
に
、『
新
約
聖
書
』
を
読
ん
だ
」（
二
十
六

日
）
と
い
う
よ
う
に
個
人
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

　

十
二
月
で
注
目
す
べ
き
は
十
九
日
に
「
Ｂ
組
・
Ｃ
組
は
中
野
・
大
岩
が
授
業

を
し
た
」
と
あ
る
。
上
級
者
の
Ａ
組
は
グ
リ
フ
ィ
ス
が
教
え
、
初
心
者
に
つ
い

て
は
二
人
が
教
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
聖
書
を
読
む
こ
と
は
こ
の

月
も
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
二
十
四
日
に
は
お
そ
ら
く
福
井
最
初
の
ク
リ
ス
マ

ス
イ
ブ
で
足
袋
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
入
れ
た
こ
と
や
、
二
十
五
日
に
は
多
く
の
生

徒
や
教
師
・
役
人
が
来
て
ク
リ
ス
マ
ス
を
祝
っ
た
こ
と
が
日
記
に
は
記
さ
れ
て

い
る
。

　

一
月
二
十
二
日
は
グ
リ
フ
ィ
ス
が
福
井
か
ら
東
京
へ
移
っ
た
日
で
、
そ
れ
以

前
に
グ
リ
フ
ィ
ス
と
村
田
氏
寿
と
の
間
で
東
京
に
移
る
、
い
や
福
井
に
残
っ
て

欲
し
い
と
い
う
や
り
取
り
が
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
十
六
日
と

十
八
日
の
記
述
は
大
岩
が
庶
務
方
と
し
て
グ
リ
フ
ィ
ス
の
手
紙
を
村
田
の
所
に

持
っ
て
い
っ
た
こ
と
、
後
者
は
村
田
が
グ
リ
フ
ィ
ス
の
東
京
行
き
を
承
諾
し
た

こ
と
を
指
し
、
大
岩
が
両
者
の
間
で
連
絡
役
を
し
て
い
た
。
ま
た
、
グ
リ
フ
ィ

ス
が
東
京
へ
行
く
準
備
の
手
伝
い
を
二
人
が
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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別
の
角
度
、
す
な
わ
ち
大
岩
と
中
野
の
二
人
の
名
が
一
緒
に
日
記
に
記
さ
れ

て
い
る
場
合
の
事
項
と
別
々
に
記
さ
れ
て
い
る
事
項
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

（
一
）
両
者
の
名
前
が
出
て
く
る
日

　

両
名
が
記
さ
れ
て
い
る
事
項
で
目
に
つ
く
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
も

の
で
、
一
八
回
の
内
グ
リ
フ
ィ
ス
の
新
居
に
同
居
を
は
じ
め
た
九
月
二
十
五
日

以
降
六
回
（
十
月
十
五
日
、二
十
二
日
、二
十
九
日
、 

十
二
月
十
日
、二
十
四
日
、

一
月
十
四
日
）、
但
し
十
二
月
三
十
一
日
は
「
家
族
で
マ
タ
イ
伝
の
一
四
章
と

一
五
章
を
読
ん
だ
」
と
あ
り
、
そ
の
際
に
大
岩
が
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
流
罪
に

な
り
福
井
を
通
っ
た
」
と
い
う
話
を
し
た
の
で
、
表
の
人
物
の
項
で
は
大
岩
と

記
し
た
が
、
こ
の
時
は
中
野
も
同
席
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
十
一
月
は

日
記
に
は
個
人
名
は
記
さ
ず
に
「
家
族
と
一
緒
」
に
と
い
う
よ
う
な
表
記
で
聖

書
を
読
む
な
ど
と
各
日
曜
日
（
五
日
、
十
二
日
、
十
九
日
、
二
十
六
日
）
に
は

キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
本
を
読
み
、
毎
回
こ
の
二
人
も
出
席
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
同
居
人
の
み
を
対
象
に
し
て
一
種
の
伝

道
活
動
を
し
て
い
た
が
、
当
時
は
ま
だ
キ
リ
ス
ト
教
は
解
禁
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
の
で
、
一
般
人
へ
の
布
教
活
動
は
藩
（
県
）
も
許
さ
ず
、
こ
れ
以
上
の
布
教

活
動
は
出
来
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

次
に
助
手
に
関
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
は
県
か
ら
の
事
務
的
な
も
の
や
化
学

書
を
読
む
な
ど
も
含
む
が
、化
学
書
を
読
む
（
七
月
十
二
日
、九
月
二
十
七
日
）、

授
業
を
し
た
こ
と
（
九
月
十
一
日
、
十
二
月
十
九
日
）、
事
務
的
な
こ
と
（
十

月
二
十
三
日
、
二
十
六
日
）
が
日
記
に
見
ら
れ
る
。
な
お
、
化
学
書
を
七
月
か

ら
二
人
と
読
む
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
こ
の
時
期
か
ら
授
業
を
す
る
た

め
二
人
に
知
識
を
教
え
始
め
た
。
そ
し
て
九
月
十
一
日
に
「
二
人
が
今
日
か
ら

教
え
始
め
た
」
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
、
な
お
十
二
月
十
九
日
は
ク
ラ
ス
替
え

を
し
た
と
き
の
記
述
で
あ
り
、
二
人
は
九
月
十
一
日
以
降
ず
っ
と
初
心
者
の
化

学
を
教
え
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。事
務
的
な
こ
と
は
、二
人
の
給
料
が
決
ま
っ

た
日
（
二
十
三
日
）
と
助
手
の
辞
令
が
出
た
日
（
二
十
六
日
）
で
あ
る
。

　

そ
の
他
は
運
動
や
散
歩
な
ど
で
、
運
動
は
特
に
水
泳
が
家
の
前
に
足
羽
川
が

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
よ
く
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
端
が
七

月
一
日
「
泳
ぎ
に
行
く
」
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
市
内
の
探
索
と
散
歩
と
思
わ
れ

る
も
の
が
あ
る
（
十
月
十
四
日
、一
月
七
日
）。
そ
れ
以
外
に
は
六
月
七
日
「
英

国
史
を
読
む
」、
十
月
十
三
日
「
会
食
を
中
止
、
中
野
と
大
岩
は
日
本
食
」
と

あ
る
。
こ
こ
に
本
多
の
名
前
が
な
い
が
、
そ
の
理
由
は
分
か
ら
な
い
。
あ
と
は

十
月
二
十
五
日
に
「
佐
々
木
の
家
に
行
っ
た
」
と
一
月
二
十
一
日
の
「
茶
と
菓

子
の
接
待
を
受
け
た
」
で
、
前
者
は
佐
々
木
権
六
の
所
に
グ
リ
フ
ィ
ス
と
共
に

行
っ
た
も
の
で
、
後
者
は
グ
リ
フ
ィ
ス
が
福
井
を
去
る
前
日
に
二
人
が
別
れ
の

接
待
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
方
『
福
井
書
簡
』
に
二
人
の
名
前
が
同
時
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
四
回

で
あ
り
、
や
は
り
六
月
が
最
初
で
六
月
五
日
の
家
族
宛
て
の
も
の
で
「
助
手
の

二
人
、
中
野
と
大
岩
と
い
う
特
に
頭
が
よ
く
て
快
活
な
学
生
を
（
新
居
）
住
み

込
ま
せ
る
、
そ
こ
で
二
人
は
大
喜
び
」
と
あ
り
、
こ
の
時
点
で
グ
リ
フ
ィ
ス
は

新
居
が
完
成
し
た
時
に
は
一
緒
に
住
む
こ
と
を
決
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
し
て
、十
月
一
日
と
二
十
八
日
付
の
姉
の
マ
ギ
ー
へ
の
書
簡
で
前
者
に
は「
中

野
、
大
岩
、
本
多
は
こ
の
家
に
住
み
今
の
と
こ
ろ
は
何
も
問
題
は
な
い
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
は
「
こ
の
家
に
今
、
事
実
上
の
家
族
、
本
多
、
大
岩
、

中
野
が
居
て
、こ
の
ぼ
く
の
助
手
三
人
が
一
室
に
、も
う
一
室
は
カ
ー
ル
、吐
酔
、
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
二
人
の
助
手
に
つ
い
て

本
山
…
」
と
記
し
て
い
る
。
実
際
に
新
居
に
引
っ
越
し
た
日
は
九
月
二
十
五
日

で
約
一
か
月
後
の
様
子
を
知
ら
せ
て
い
る
。
な
お
、
同
じ
後
者
の
書
簡
の
中
で

「
中
野
と
大
岩
は
「
役
人
」
で
つ
ま
り
俸
給
取
り
の
教
師
で
、
年
七
五
ド
ル
は

あ
ま
り
多
く
は
な
い
が
日
本
人
教
師
の
俸
給
に
し
て
は
比
較
的
悪
く
は
な
い
」

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
記
の
十
月
二
十
三
日
に
「
県
庁
で
給
与
の
話
が
決

ま
っ
た
」
と
い
う
内
容
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
後
は
家
族
あ
て
（
十
二
月

二
十
四
日
）
で
、ク
リ
ス
マ
ス
の
様
子
を
知
ら
せ
、そ
の
中
で
「
み
ん
な
の
カ
ッ

プ
に
コ
ー
ヒ
ー
を
注
ぐ
の
を
見
て
、
大
岩
、
中
野
、
吐
酔
は
こ
の
行
事
の
主
人

役
を
務
め
る
僕
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
」
と
あ
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
二
人
の
間
は

同
居
後
も
う
ま
く
い
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
る
。

（
二
）
大
岩
の
名
前
だ
け
が
出
て
く
る
日

　

日
記
に
は
大
岩
だ
け
の
場
合
は
一
五
回
出
て
来
る
。
そ
の
内
で
キ
リ
ス
ト
教

関
係
の
も
の
は
二
回
だ
け
で
あ
る
。
最
初
の
十
二
月
十
日
は
中
野
が
八
日
に
病

気
に
な
っ
た
た
め
で
、
後
の
十
二
月
三
十
一
日
は
「
家
族
で
一
緒
に
マ
タ
イ
伝

読
む
」
の
後
に
「
大
岩
が
流
罪
に
な
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
話
を
し
た
」
と
あ

り
、
家
族
の
中
に
中
野
も
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス
ト
教
関

係
の
集
会
に
は
本
来
な
ら
い
つ
も
一
緒
に
出
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

学
校
関
係
で
、九
月
二
十
二
日
に「
岩
淵
の
代
わ
り
に
通
訳
を
し
た
」と
あ
り
、

グ
リ
フ
ィ
ス
の
講
義
の
通
訳
を
し
て
い
る
。
ま
た
、十
二
月
十
七
日
に
「
江
守
、

桑
原
、
大
岩
が
訪
ね
て
来
た
」
と
あ
る
が
、
こ
の
顔
ぶ
れ
か
ら
考
え
て
学
校
関

係
の
話
と
思
わ
れ
る
が
そ
の
内
容
は
分
か
ら
な
い
。
大
岩
の
辞
令
に
は
「
化
学

所
庶
務
方
兼
教
授
手
伝
い
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
事
務
的
な
仕
事
も
し
て
い
て
お

か
し
く
な
い
、
そ
れ
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
先
に
記
し
た
よ
う
一
月
十
六

日
と
十
八
日
の
日
記
か
ら
、
大
岩
が
グ
リ
フ
ィ
ス
と
村
田
の
連
絡
役
を
し
て
い

た
事
が
分
か
る
。

　

次
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
語
の
勉
強
に
関
す
る
も
の
で
、
十
二
月
八
日
、

十
二
月
十
五
日
の
「
日
本
語
の
会
話
を
練
習
す
る
」
及
び
一
月
四
日
「
日
本
語

の
本
を
読
ん
だ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
の
対
話
で
あ
る
が
こ
れ
に

は
十
一
月
七
日
「
文
明
に
つ
い
て
話
し
合
う
」、
十
二
月
二
十
九
日
「
福
井
か

江
戸
か
、
通
訳
は
な
ぜ
侮
ら
れ
る
か
」、
そ
し
て
一
月
七
日
に
は
内
容
は
不
明

で
あ
る
が
「
一
〇
時
ま
で
大
岩
と
話
を
し
た
」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
話
の

相
手
に
は
、
以
前
に
は
佐
々
木
権
六
や
三
岡
八
郎
（
後
の
由
利
公
正
）、
橋
本

綱
維
な
ど
が
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
人
達
は
十
一
月
に
は
東
京
に
行
っ
て
お
り
、

福
井
で
の
話
し
合
い
手
に
大
岩
が
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
れ
以
外
に
は
、
十
月
十
五
日
「
大
岩
の
家
で
夕
食
」
と
あ
り
、
大
岩
の
家

で
の
内
輪
だ
け
の
集
ま
り
に
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
月
十
七
日
の
「
大

岩
や
少
年
達
と
地
図
や
案
内
を
調
べ
た
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
グ
リ
フ
ィ
ス
が

東
京
に
行
く
と
き
の
地
図
や
案
内
を
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、『
福
井
書
簡
』
に
は
大
岩
だ
け
に
関
す
る
記
述
は
一
度
も
な
い
。

（
三
）
中
野
の
名
前
だ
け
が
出
て
く
る
日

　

中
野
の
名
前
が
単
独
で
日
記
に
記
さ
れ
る
の
は
八
回
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に

一
番
多
い
事
項
は
、
散
歩
で
四
回
あ
る
。
す
な
わ
ち
六
月
六
日
、
七
月
二
十
三

日
は
グ
リ
フ
ィ
ス
と
二
人
で
、十
月
十
一
日
「
岩
淵
、中
野
と
一
緒
に
馬
に
乗
っ

た
」、
一
月
二
十
日
「
中
野
と
少
年
達
の
二
人
」
は
グ
リ
フ
ィ
ス
以
外
に
も
同

伴
者
が
い
る
場
合
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
特
に
目
的
な
ど
は
無
く
、
お
そ
ら
く

市
内
を
散
策
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、十
月
十
一
日
は
「
馬
に
乗
っ
て
」
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と
あ
る
が
、
こ
れ
も
出
掛
け
先
が
な
く
、
市
内
を
ま
わ
っ
た
も
の
と
し
た
。

　

学
校
関
係
で
は
九
月
十
三
日
「
図
画
を
佐
々
木
と
中
野
が
手
伝
う
」
と
あ
る

が
、
こ
れ
で
グ
リ
フ
ィ
ス
の
図
画
の
授
業
を
二
人
が
手
伝
っ
て
い
た
事
が
分
か

る
。
な
お
、こ
こ
で
い
う
佐
々
木
は
佐
々
木
権
六
で
あ
る
。
十
二
月
八
日「
岩
淵
、

中
野
、
本
山
が
病
気
に
な
っ
た
」
と
あ
り
、
学
校
を
風
邪
か
何
か
で
休
ん
で
い

る
。
残
り
は
九
月
七
日
と
一
月
一
日
で
、
前
者
は
「
私
か
ら
二
〇
両
」
と
あ
る

が
、
借
り
た
理
由
な
ど
は
何
も
分
か
ら
な
い
。
後
者
は
「
中
野
に
教
え
て
も
ら

い
東
海
道
の
旅
の
本
を
読
ん
だ
」
と
あ
り
、
こ
の
時
期
は
す
で
に
グ
リ
フ
ィ
ス

は
東
京
へ
行
く
こ
と
を
固
め
て
そ
の
準
備
と
し
て
読
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、『
福
井
書
簡
』
に
は
上
述
の
よ
う
に
マ
ギ
ー
あ
て
（
五
月
十
七
日
）

の
中
で
、
木
滑
を
留
学
生
と
し
て
藩
に
推
薦
し
た
こ
と
に
関
連
し
て
「
中
野
が

助
手
に
任
命
し
て
も
ら
え
る
な
ら
洋
行
を
辞
退
し
て
も
よ
い
」
と
言
っ
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
。
こ
の
一
度
だ
け
中
野
に
名
前
が
単
独
で
出
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
と
二
人
の
助
手
と
の
接
触
の
違
い
に
つ
い
て
簡
単
に

触
れ
て
お
く
。

　

授
業
に
つ
い
て
は
、
二
人
で
初
心
者
を
分
担
し
て
担
当
す
る
な
ど
同
じ
よ
う

に
分
担
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
が
、
大
岩
は
岩
淵
の
代
わ
り
に
講
義
の
通
訳

を
し
て
お
り
、
一
方
、
中
野
は
図
画
の
補
助
を
す
る
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
の

違
い
で
分
担
の
仕
方
が
違
う
場
合
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
散
歩
で
あ
る
が
、
中
野

の
場
合
は
グ
リ
フ
ィ
ス
と
四
回
散
歩
を
し
た
こ
と
が
日
記
に
あ
り
、
そ
れ
ら
は

す
べ
て
市
内
探
索
と
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
大
岩
は
「
文
明
に
つ

い
て
話
し
合
う
」（
十
二
月
七
日
）
の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
話
し
合
う
こ
と
に

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
話
し
相
手
で
あ
っ
た
藩
の
用
人

た
ち
が
十
一
月
に
は
ほ
と
ん
ど
明
治
政
府
の
意
向
で
東
京
に
行
き
、
大
岩
が
そ

の
穴
埋
め
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
本
語
の
勉
強

に
つ
い
て
も
大
岩
が
相
手
を
し
、
更
に
学
校
関
係
の
事
務
的
な
こ
と
も
大
岩
が

主
と
し
て
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
二
人
の
違
い
は
、
お
そ
ら
く

大
岩
の
方
が
中
野
に
比
べ
て
年
長
で
あ
り
、
す
で
に
グ
リ
フ
ィ
ス
の
来
福
以
前

に
江
戸
に
出
て
い
て
、
開
成
学
校
で
英
語
修
行
を
し
て
お
り
、
中
野
は
明
新
館

を
出
た
ば
か
り
な
の
で
、
大
岩
の
方
が
い
ろ
い
ろ
な
経
験
も
あ
り
、
英
語
の
能

力
も
高
か
っ
た
の
で
グ
リ
フ
ィ
ス
と
二
人
の
助
手
と
の
接
触
の
仕
方
に
違
い
が

出
来
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　

三　

大
岩
貫
一
郎
の
略
歴

　

本
章
で
は
、
大
岩
貫
一
郎
（
一
八
五
〇
～
一
九
一
九
）
の
生
涯
を
見
る
が
、
そ

れ
に
先
立
ち
貫
一
郎
の
略
歴
を
記
し
た
二
冊
の
本
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
一

つ
は
『
福
井
県
立
福
井
中
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
録
』
の
歴
代
校
長
の
中
に

あ
る
三
代
校
長
の
所
に
大
岩
貫
一
郎
の
簡
単
な
略
歴
と
人
物
描
写
が
載
る
。
も

う
一
つ
は
貫
一
郎
の
父
の
主
一
が
生
ま
れ
、
貫
一
郎
の
墓
も
あ
る
法
満
寺
の
あ

る
清
水
町
（
現
在
は
福
井
市
）
の
『
清
水
町
史 

下
巻
』（

５
）の

人
物
誌
に
彼
の
略

歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
は
貫
一
郎
の
略
歴
に
関
す
る
基
本
的
な
資
料
で
あ
る
が
、
誤
記
と
思

わ
れ
る
事
項
や
食
い
違
い
も
見
ら
れ
る
の
で
そ
の
点
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。

　

共
通
し
て
誤
記
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
両
書
に
「
幼
時
、
橋
本
左
内
と
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
二
人
の
助
手
に
つ
い
て

は
竹
馬
の
友
で
あ
っ
た
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
が
何
に
基
づ
い
て
記
さ

れ
た
か
に
つ
い
て
は
両
書
と
も
記
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
左
内
は
天
保
五
年

（
一
八
三
四
）生
ま
れ
で
一
方
、貫
一
郎
は
嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）生
ま
れ
で
あ
り
、

そ
の
年
齢
差
は
実
に
一
六
歳
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
年
齢
差
を
考
え
る
と

左
内
と
貫
一
郎
が
竹
馬
の
友
と
い
う
関
係
は
あ
り
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

両
書
の
違
い
が
見
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
経
歴
と
逝
去
の
場
所
で
、『
五
十
周

年
記
念
録
』
で
は
そ
の
経
歴
は
「
福
井
中
学
よ
り
、
岐
阜
県
、
埼
玉
県
、
香
川

県
、
兵
庫
県
等
に
奉
職
…
五
〇
年
の
長
き
に
及
ん
だ
」
と
あ
り
、
逝
去
の
場
所

は
「
永
年
育
英
に
尽
く
さ
れ
た
が
病
を
得
て
職
を
辞
し
、
足
羽
河
畔
の
別
邸
に

て
天
命
を
全
う
せ
ら
れ
た
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、『
清
水
町
史
』
で
は
「
明

治
三
十
年
二
月
同
校
（
福
井
中
学
）
を
去
っ
て
神
奈
川
県
逗
子
に
居
を
構
え
、

そ
こ
で
余
生
を
送
り
、
大
正
八
年
八
月
十
日
こ
の
世
を
去
っ
た
」
と
あ
る
。
後

述
の
よ
う
に
こ
の
経
歴
と
逝
去
の
場
所
に
つ
い
て
は
『
五
十
周
年
記
念
録
』
の

方
が
概
ね
正
し
い
事
が
分
か
っ
た
。
し
か
し
、『
清
水
町
史
』
で
は
貫
一
郎
は

大
岩
主
一
の
長
男
と
あ
る
が
、
石
橋
重
吉
編
『
幕
末
維
新
名
流
戸
籍
調
』（

６
）の

大

岩
圓
（
主
一
の
弟
）
の
項
に
は
、
圓
の
長
男
で
肩
書
き
は
養
父
主
一
亡
次
男
と

あ
り
、
ま
た
貫
一
郎
の
妻
奈
加
の
名
前
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
清
水
町
史
』
で

は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
日
記
の
貫
一
郎
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は
『
五
十
周
年
記
念
録
』
で
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
貫
一
郎
が
グ
リ

フ
ィ
ス
の
助
手
を
し
て
い
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
新
し
く
分
か
っ
た
事
実
に
基
づ
き
貫
一
郎
の
略
歴
を
表
２
に
記

し
、
そ
の
生
涯
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

（
一
）
グ
リ
フ
ィ
ス
の
来
福
以
前
の
貫
一
郎

　

貫
一
郎
は
、
藩
医
の
大
岩
主
一
の
次
男
と
し
て
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
六

月
に
、
越
前
福
井
浜
町
（
福
井
市
中
央
三
丁
目
）
に
生
ま
れ
る（

６
）。

そ
し
て
、
お

そ
ら
く
父
主
一
の
教
え
や
、
明
道
館
に
学
び
、
そ
の
後
一
五
歳
（
元
治
二
年

〈
一
八
六
五
〉）
の
時
に
『
子
弟
輩
』
に
あ
る
よ
う
に
「
江
戸
へ
医
学
修
行
」
と

い
う
こ
と
で
佐
倉
の
佐
藤
尚
中
の
も
と
に
弟
子
入
り
を
し
た
。
そ
し
て
、
五
カ

月
後
に
は
「
英
語
修
行
」
と
い
う
こ
と
で
開
成
所
へ
行
き
、
そ
の
後
は
佐
倉
に

戻
る
が
、
直
ぐ
に
実
母
の
治
療
と
い
う
こ
と
で
帰
福
し
て
い
る
。
そ
し
て
明
治

元
年
（
一
八
六
八
）
に
は
「
奥
御
師
、
洋
学
所
教
授
方
勤
被
仰
付
」
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
の
七
か
月
後
に
は
出
奔
し
て
い
る
。
こ
の
理
由
は
は
っ
き
り
し

な
い
が
、
上
述
の
よ
う
に
父
の
主
一
が
有
名
な
藩
医
で
あ
り
、
当
然
医
者
に
な

る
よ
う
に
教
育
を
受
け
て
い
た
が
、
貫
一
郎
自
身
は
医
者
に
は
向
い
て
い
な
い

と
い
う
思
い
が
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
行
動
に
出
た
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
に「
蟄
居
」を
申
し
渡
さ
れ
る
が
、一
方
で
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
来
福
が
決
ま
り
、

彼
の
才
能
を
高
く
評
価
し
て
い
た
藩
は
、
英
語
も
開
成
所
で
学
ん
で
い
た
事
も

あ
る
の
で
、
医
者
で
な
く
、
グ
リ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て
理
化
学
を
習
得
さ
せ
よ
う

と
藩
の
方
で
考
え
、
そ
の
結
果
が
表
２
の
「
蟄
居
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
修
学
を

命
ぜ
ら
る
」
と
あ
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
来
福
（
明
治
四
年
一
月
十
四
日
）
後
の

二
月
二
十
三
日
に
は
「
蟄
居
を
免
ず
」
と
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
貫
一
郎
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
来
福
以
前
か
ら
医
者
に
な
り
た
い
気

持
ち
を
無
く
し
て
お
り
、
藩
と
し
て
は
理
化
学
の
必
要
性
を
十
分
に
認
識
し
て

い
た
の
で
、
グ
リ
フ
ィ
ス
に
貫
一
郎
の
教
育
を
託
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

し
て
貫
一
郎
も
そ
れ
に
応
え
た
の
で
藩
で
は
明
治
四
年
九
月
十
三
日
に
「
化
学
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六
十
一
巻
二
号

西暦 和暦 年齢 事　　　項 出典

1850 年 嘉永 3 年 6 月 0 越前国福井浜町にて大岩主一の子として
生まれる 文献（4）

1865 年 4 月 元治 2 年 3 月 15 医術修行のため江戸へ出立 子弟輩
9 月 慶応 元年 7 月 佐倉へ修行 同上

1866 年 4 月 慶応 2 年 2 月 16 江戸開成所へ英語修行　 同上

1867 年 4 月 慶応 3 年 3 月 17 また来辰春まで佐倉で修行 同上
6 月 5 月 親（実母）の治療にあたるため帰国願い 同上

1868 年 11 月 明治 元年 10 月 18 奥御師、洋学所教授方を務めるよう仰せ
付けられる 同上

1869 年 4 月 明治 2 年 3 月 19 貫一を貫一郎に改名 同上
6 月 5 月 出奔 同上

1870 年 7 月
明治 3 年

6 月
20

昨年の脱走につき蟄居 同上

1871 年

3 月 12 月 謹慎中であるが訳あって登城の上修行を
申し付けられる 同上

3 月

明治 4 年

1 月

21

（グリフィス来福する）
3 月 2 月 蟄居を免ぜらる 同上
6 月 4 月 咎が免じられたので再嫡子願い通りとする 同上

10 月 9 月 化学所庶務方兼教授手伝いを仰せ付けらる 同上

1872 年

1 月 12 月 二等教授 同上
1 月 12 月 （グリフィスが東京（南校）へ移る）

9 月 明治 5 年 8 月 22 理化学教師通弁勤むるに付き、月々 15 円
下される 同上

1875 年 明治 8 年 7、8 月頃 25 医学所教諭として大岩貫一郎の名前がある 文献（11）

1878 年 明治 11 年 1 月 28 福井公立医学校の教員名列に大岩貫一と
ある 同上

1881 年 12 月 明治 14 年 12 月 31 福井県中学校の教諭となる 文献（12）
1883 年 12 月 明治 16 年 12 月 33 校長心得 同上

1884 年
6 月

明治 17 年
6 月

34
校長心得を免ぜられる 同上

12 月 12 月 岐阜県立高山学校初代校長として任命さ
れる 文献（16）

1886 年 7 月 明治 19 年 7 月 36 私立斐太に改称したが校長は変わらず 同上
1893 年 10 月 明治 26 年 10 月 43 校長を退職する 同上
1894 年 4 月 明治 27 年 4 月 44 福井県尋常中学校小浜分校長 文献（17）

1897 年

2 月

明治 30 年

2 月

47

小浜中学分校長（大岩貫一郎）転任 同上
2 月 2 月 滋賀県立尋常中学校長となる 文献（18）
8 月 8 月 滋賀県立尋常中学校長を免ぜらる 文献（19）
8 月 8 月 埼玉県第二尋常中学校教諭（教頭）となる 文献（20）

1900 年 9 月 明治 33 年 9 月 50
埼玉県第二尋常中学校教諭（教頭）を免
ぜらる 同上

9 月 9 月 香川県立高松中学校教諭となる 文献（21）
1904 年 5 月 明治 37 年 5 月 54 香川県立高松中学校教諭を免ぜらる 文献（22）
1905 年 4 月 明治 38 年 4 月 55 兵庫県立小野中学校教諭となる 文献（23）
1909 年 8 月 明治 42 年 8 月 59 兵庫県立小野中学校教諭を免ぜらる 文献（24）
1917 年 10 月 大正 6 年 10 月 67 兵庫県立小野中学校嘱託教授をやめる 文献（23）
1919 年 6 月 大正 8 年 6 月 69 福井にて死去する 文献（4）（5）

表 2　大岩貫一郎の略歴
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
二
人
の
助
手
に
つ
い
て

所
庶
務
方
並
教
授
手
伝
い
を
仰
せ
つ
け
ら
る
」
と
い
う
こ
と
で
正
式
に
助
手
に

任
命
し
、
そ
の
後
、
グ
リ
フ
ィ
ス
が
福
井
を
去
っ
た
直
後
の
明
治
四
年
十
二
月

十
六
日
に
二
等
教
授
に
昇
格
さ
せ
て
い
る
。

（
二
）
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
退
去
以
後
の
貫
一
郎

　

こ
こ
で
は
グ
リ
フ
ィ
ス
が
明
治
四
年
十
二
月
十
三
日
（
一
八
七
二
年
一
月

二
十
二
日
）
に
福
井
を
去
っ
た
そ
の
後
、
貫
一
郎
が
ど
の
よ
う
な
生
涯
を
送
っ

た
か
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
彼
は
生
涯
の
間
に
幾
つ
か
の
県
で
教
鞭
を

と
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
そ
の
生
涯
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）
明
新
館
二
等
教
授
か
ら
福
井
中
学
教
諭
ま
で
（
一
八
七
二
～
一
八
八
一
）

　

上
述
の
よ
う
に
貫
一
郎
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
退
去
後
も
そ
の
ま
ま
明
新
館
に
二

等
教
授
と
し
て
在
任
し
、
そ
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
後
任
と
し
て
マ
ゼ
ッ
ト
が

三
月
頃
に
福
井
に
来
た
の
で
そ
の
通
訳
な
ど
を
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

こ
ろ
学
制
頒
布
に
よ
り
明
新
館
は
第
二
十
八
番
中
学
に
な
り
、
ま
た
県
の
体
制

も
大
き
く
変
化
し
て
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
十
二
月
に
は
福
井
は
足
羽
県

と
敦
賀
県
に
分
割
さ
れ
、
明
治
六
年
一
月
に
は
両
県
の
合
併
の
建
議
が
敦
賀
県

参
事
藤
井
よ
り
政
府
に
だ
さ
れ
て
承
認
さ
れ
、
足
羽
県
は
消
滅
し
て
敦
賀
県
と

な
っ
た
。
こ
の
た
め
マ
ゼ
ッ
ト
の
足
羽
県
と
の
契
約
が
切
れ
た
の
か
、
明
治
六

年
五
月
一
日
よ
り
二
年
間
敦
賀
県
貫
属
士
族
・
打
它
産
次
郎
、
大
和
田
荘
兵
衛

に
一
五
〇
ド
ル
で
雇
わ
れ
、
そ
の
後
、
明
治
八
年
八
月
に
は
東
京
へ
行
っ
た
。

貫
一
郎
は
マ
ゼ
ッ
ト
が
足
羽
県
と
契
約
し
て
い
た
間
は
、『
子
弟
輩
』
に
あ
る

よ
う
に
明
治
五
年
八
月
二
日
に
「
理
化
学
教
師
通
弁
ニ
勤
ム
ニ
付
、
月
付
き
金

十
五
円
を
供
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
理
化
学
教
師
と
マ
ゼ
ッ
ト
の
通
訳
を
し

て
い
た
と
考
え
て
よ
い
。

　

上
述
の
よ
う
に
マ
ゼ
ッ
ト
は
敦
賀
の
豪
商
た
ち
に
雇
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
山
下
の
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、『
資
料　

御
雇

外
国
人
』（

７
）の

マ
ゼ
ッ
ト
の
項
で
も
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
マ
ゼ
ッ
ト
が
本
当

に
敦
賀
に
行
っ
た
の
か
、
ま
た
行
っ
た
の
な
ら
、
そ
の
際
貫
一
郎
は
同
行
し
た

の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
二
年
間
の
マ
ゼ
ッ
ト
の
動
向
で
あ
る
が
『
敦
賀
市
教
育
史
』

（
８
）

に
は
「『
敦
賀
郡
誌
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
五
年
（
正
し
く
は
六
年
）
米
国
人
Ｅ
・

Ｈ
マ
ゼ
ッ
ト
が
福
井
か
ら
来
て
永
賞
寺
で
英
語
の
教
授
を
し
た
と
あ
る
。
八
ヵ

月
程
永
賞
寺
に
宿
泊
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
が
、
誰
が
、
何
を
習
っ
た
か
は

よ
く
分
か
ら
な
い
。
…
当
地
滞
在
の
文
書
は
見
当
た
ら
な
い
」
と
あ
る
。
す
な

わ
ち
『
敦
賀
郡
誌
』
よ
れ
ば
マ
ゼ
ッ
ト
が
実
際
に
敦
賀
い
た
の
は
八
か
月
で
あ

る
が
、そ
れ
裏
付
け
る
文
書
は
現
在
敦
賀
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
資
料
と
し
て
『
文
部
省
年
報
明
治
七
年　

付

録
』（

９
）の

敦
賀
県
か
ら
の
報
告
に
「
第
二
八
番
中
学
区
英
語
学
校
ハ
師
範
学
校
ノ

中
に
在
り
、
英
人
マ
ゼ
ッ
ト
氏
ヲ
聘
シ
テ
教
師
ト
シ
、
其
の
給
与
百
五
十
円
…

マ
ゼ
ッ
ト
氏
は
八
年
五
月
迄
ノ
契
約
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
満
期
ヲ
待
テ
当
校
閉
ジ
」

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
マ
ゼ
ッ
ト
は
敦
賀
に
行
く
こ
と
は
な
く
福
井
の
英
語

学
校
で
教
え
て
い
た
と
も
解
さ
れ
る
が
、
敦
賀
に
行
っ
た
が
八
か
月
後
に
は
福

井
に
戻
り
、
中
学
区
英
語
学
校
で
教
え
た
と
し
て
も
矛
盾
は
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
山
下
の
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
』
の
「
三
章　

福
井
の
英
学
」
の
マ
ゼ
ッ

ト
の
項
で
は
「
マ
ゼ
ッ
ト
が
敦
賀
に
行
き
、
寺
に
宿
泊
し
て
い
る
こ
と
」
は
記

さ
れ
て
い
る
が
、
滞
在
期
間
に
つ
い
て
は
何
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く

『
敦
賀
郡
誌
』
に
基
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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す
な
わ
ち
、
マ
ゼ
ッ
ト
が
敦
賀
に
行
っ
た
か
ど
う
か
も
上
記
の
資
料
だ
け
で

は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
筆
者
は
マ
ゼ
ッ
ト
が
敦
賀
に
一
時
期
滞
在
し
た
こ
と

は
確
か
だ
と
思
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら『
福
井
県
教
育
百
年
史
』に
よ
る
と「
明

治
七
年
師
範
学
校
と
し
て
独
立
さ
せ
、
福
井
中
学
は
明
新
中
学
に
改
組
し
た
」（

（（
（

と
あ
る
。
上
記
の
『
文
部
省
年
報
』
と
一
緒
に
考
え
る
と
マ
ゼ
ッ
ト
は
こ
の
改

組
の
時
に
福
井
に
戻
り
、
明
新
中
学
（
英
語
学
校
）
で
英
語
を
教
え
て
い
た
と

考
え
て
い
る
。
当
時
、
貫
一
郎
は
結
婚
も
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
敦
賀
に
は
同

行
し
て
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
マ
ゼ
ッ
ト
の
福
井
滞
在
時
に
は
通
訳
や
理
化
学

を
教
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
明
治
五
年
の
八
月
に
は
も
う
一
人
の
御
雇
外
国
人
の
ワ
イ
コ
フ
が
来

福
し
て
い
る
が
、彼
は
通
訳
と
し
て
雨
森（
旧
姓
松
原
で
そ
の
名
前
は
グ
リ
フ
ィ

ス
の
日
記
に
も
あ
る
）
を
連
れ
て
き
て
お
り
、
基
本
的
に
は
貫
一
郎
は
ワ
イ
コ

フ
の
通
訳
は
し
て
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
ワ
イ
コ
フ
は
明
治
七
年
九
月

に
文
部
省
の
命
で
新
潟
外
国
語
学
校
へ
転
じ
た
が
、
雨
森
も
そ
の
時
同
行
し
て

新
潟
へ
行
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
マ
ゼ
ッ
ト
が
明
治
八
年
五
月
に
契
約
が
終
了
し
、
八
月
に
東

京
に
帰
っ
た
後
の
貫
一
郎
の
動
向
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
『
福
井
県
医
学
史
』（

（（
（

に
よ
る
と
、貫
一
郎
は
明
治
八
年
の
七
、八
月
ご
ろ
に
「
医

学
所
の
予
科
理
化
学
教
師
兼
福
井
伝
習
所
教
諭
」
と
あ
り
、
マ
ゼ
ッ
ト
が
福
井

を
去
っ
た
後
す
ぐ
に
こ
の
職
に
就
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
明
治
十
一
年
一

月
の
「
福
井
公
立
医
学
校
並
び
に
公
立
病
院
医
員
教
員
改
列
名
」
の
名
簿
に
貫

一
郎
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
翌
年
の
「
医
学
校
並
び
に
公
立
病
院
」

の
名
簿
に
は
そ
の
名
前
が
見
ら
れ
な
い
。
当
時
、
福
井
県
が
無
く
な
り
、
滋
賀

県
や
石
川
県
に
福
井
は
併
合
さ
れ
て
い
た
の
で
福
井
に
は
明
治
九
年
秋
に
福
井

中
学
が
廃
校
に
な
っ
て
以
来
中
学
校
が
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
明
治
十
一
年
、

墓
参
の
た
め
に
福
井
に
来
た
旧
藩
主
の
松
平
茂
昭
は
こ
の
状
態
を
憂
い
、
金
千

円
と
家
屋
一
軒
を
寄
付
し
、
そ
れ
に
旧
中
学
校
の
準
備
金
や
寄
付
な
ど
で
新
校

舎
を
造
り
翌
年
一
月
福
井
明
新
中
学
校
と
称
し
た
の
で
、
貫
一
郎
は
医
学
所
か

ら
こ
の
中
学
校
の
教
諭
に
代
わ
っ
た
の
で
、
こ
の
年
の
医
学
校
の
教
員
名
簿
か

ら
貫
一
郎
の
名
前
が
消
え
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
こ
の
中
学
校
は
福
井
が

石
川
県
か
ら
離
れ
て
福
井
県
と
な
り
、
明
治
十
四
年
に
は
福
井
県
議
会
の
決
議

を
経
て
、
翌
年
の
一
月
十
六
日
に
開
校
式
を
挙
げ
て
、
福
井
県
立
福
井
中
学
校

と
称
し
た
。
な
お
、
貫
一
郎
が
明
治
十
四
年
十
二
月
に
福
井
県
立
福
井
中
学
の

教
諭
を
し
て
い
た
事
は
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
福
井
県
立
福
井
中
学
校
時
代
（
一
八
八
一
～
一
八
八
四
）

　

福
井
県
立
福
井
中
学
校
（
以
降
福
井
中
学
校
）
は
上
述
の
よ
う
に
明
治
十
五

年
（
一
八
八
二
）
一
月
十
六
日
開
校
式
を
行
な
い
、
現
在
の
福
井
県
藤
島
高
等

学
校
の
前
身
に
あ
た
る
。
そ
の
た
め
『
福
井
県
藤
島
高
等
学
校
百
年
史
』（

（（
（

の
人

物
編
校
長
の
項
に
大
岩
貫
一
郎
に
関
す
る
記
述
が
「
明
治
十
四
年
十
二
月
本
校

の
教
諭
と
な
り
、
物
理
、
化
学
、
動
物
を
教
え
た
が
、
十
六
年
十
二
月
か
ら

十
七
年
六
月
ま
で
校
長
心
得
を
務
め
た
」
と
あ
る
。
こ
の
後
に
「
明
治
三
十
年

二
月
本
校
を
去
っ
て
か
ら
は
、
岐
阜
県
・
埼
玉
県
・
香
川
県
・
兵
庫
県
の
各
県

で
久
し
く
育
英
に
尽
力
し
た
が
、
晩
年
は
足
羽
河
畔
の
別
邸
で
悠
々
自
適
し
て

天
命
を
全
う
し
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
先
に
記
し
た
『
五
十
周

年
記
念
録
』
と
同
様
の
内
容
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
同
じ
よ
う
な
過
ち
が
見
ら
れ
る
。
福
井
中
学
校
を
去
っ
た
の
は
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
二
人
の
助
手
に
つ
い
て

明
治
十
七
年
十
二
月
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
校
長
心
得
で
あ
っ
た
貫
一
郎

を
一
般
教
諭
と
し
て
留
め
置
く
こ
と
出
来
な
い
の
で
、
岐
阜
県
高
山
学
校
の
創

設
に
あ
た
り
、
初
代
校
長
と
し
て
転
出
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
両
書
で
は
な
ぜ
「
明
治
三
十
年
二
月
に
本
校
を
去
り
」
と
な
っ
た

か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
表
２
か
ら
分
か
る
よ
う
に
岐
阜
県
で
学
校
名
の
変
更
は

あ
っ
た
が
校
長
を
明
治
二
十
六
年
十
月
ま
で
務
め
て
、
そ
の
後
福
井
に
戻
り
、

翌
年
四
月
か
ら
新
し
く
出
来
た
福
井
県
尋
常
中
学
校
小
浜
分
校
の
分
校
長
と
し

て
明
治
三
十
年
二
月
ま
で
務
め
た
。
こ
の
尋
常
中
学
校
（
福
井
中
学
校
の
名
称

変
更
）
の
分
校
長
の
時
ま
で
の
全
て
を
福
井
中
学
校
に
貫
一
郎
が
在
籍
し
て
い

た
と
誤
認
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
大
岩
貫
一
郎
の
福
井
中
学
校
時
代
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）

十
二
月
か
ら
明
治
十
七
年（
一
八
八
四
）十
二
月
ま
で
の
三
年
間
と
考
え
て
い
る
。

　

福
井
中
学
校
時
代
の
貫
一
郎
に
つ
い
て
は
『
百
年
史
』
の
回
顧
編
の
中
に
、

第
一
回
卒
業
の
笠
原
健
一
が
、
ま
た
『
福
井
中
学
校
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
』

の
第
八
章
歴
代
校
長
談
片
の
三
代
校
長
大
岩
貫
一
郎
先
生
の
項
に
、
勝
山
翁
よ

り
聞
い
た
話
が
残
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
省
略
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
話

よ
り
貫
一
郎
は
自
ら
学
生
実
験
の
指
導
を
し
、
ま
た
好
奇
心
に
富
み
、
自
ら
教

科
書
を
書
き
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
、
質
問
に
は
丁
重
に
答
え
る
な

ど
実
直
な
人
物
で
あ
っ
た
の
で
、
生
徒
や
教
職
員
の
信
望
を
集
め
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

　

こ
の
時
代
に
は
『
小
学
博
物
学
』（

（（
（

や
『
小
学
人
体
問
答
』（

（（
（

の
教
科
書
を
書
き
、

ま
た
、福
井
数
学
協
会
の
発
起
人（

（（
（

な
ど
自
然
科
学
の
普
及
に
も
尽
く
し
て
い
た
。

（
３
）	�

岐
阜
県
時
代
（
高
山
学
校
、
私
立
斐
太
学
校
、
私
立
岐
阜
県
斐
太
尋
常

中
学
校
）（
一
八
八
四
～
一
八
九
三
）

　

こ
の
時
代
、学
校
制
度
の
変
更
な
ど
に
よ
り
、学
校
名
は
い
ろ
い
ろ
と
変
わ
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
岐
阜
県
で
二
番
目
に
歴
史
の
あ
る
公
立
高
校
で

あ
る
現
在
の
岐
阜
県
立
斐
太
高
等
学
校
の
前
身
で
あ
る
。

　
『
高
山
市
史 

下
巻
』（

（（
（

の
教
育
編
第
二
章
斐
太
中
学
校
の
中
で
、
大
岩
貫
一
郎

に
つ
い
て
「
福
井
県
の
人
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
岐
阜
県
高
山
学
校
長

と
し
て
赴
任
、
同
十
九
年
私
立
斐
太
学
校
長
と
な
り
、
同
二
十
六
年
十
月
迄
の

一
〇
ケ
年
に
わ
た
っ
て
在
任
し
た
。
そ
の
間
、
師
範
教
育
・
中
等
教
育
従
事
す

る
一
方
、
有
為
学
会
・
講
習
会
・
通
俗
講
談
会
を
施
設
し
て
、
社
会
教
育
に
尽

く
す
と
こ
ろ
が
多
く
、
大
い
に
飛
騨
人
を
感
化
し
た
。
退
職
飛
騨
を
去
ら
れ
る

事
に
な
る
や
、業
績
に
感
謝
し
、別
れ
を
惜
し
ん
だ
（
飛
騨
人
物
録
）」
と
あ
る
。

　

上
述
の
よ
う
に　

貫
一
郎
は
明
治
十
六
年
十
二
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
福
井

中
学
校
の
校
長
心
得
を
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
も
あ
り
、
高
山
学
校
が
創
立
さ

れ
る
に
当
た
り
、
初
代
校
長
に
抜
擢
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
校

名
の
変
更
に
も
関
わ
ら
ず
明
治
二
十
六
年
十
月
に
退
職
す
る
ま
で
の
一
〇
年

余
、校
長
の
職
に
あ
り
、高
山
の
教
育
全
般
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
、高
山
の
人
々

か
ら
も
尊
敬
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
同
じ
『
高
山
市
史
』
に
卒
業
生
の
追
憶
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ

に
よ
る
と
、
貫
一
郎
は
グ
リ
フ
ィ
ス
か
ら
聞
い
た
と
思
わ
れ
る
西
洋
論
理
だ
け

で
な
く
、
孔
孟
の
教
え
も
同
時
に
学
生
に
聞
か
せ
て
お
り
、
福
井
藩
の
西
洋
教

育
一
辺
倒
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
教
育
を
引
き
継
い
で
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
ま
た
化
学
の
授
業
で
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
助
手
を
し
て
い
た
事
か
ら
実
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験
の
重
要
性
を
認
識
し
て
実
践
し
て
い
た
事
が
伺
え
、
学
生
に
も
評
判
の
良
い

先
生
で
あ
っ
た
様
子
が
分
か
る
。

　

岐
阜
県
時
代
は
、
貫
一
郎
に
と
っ
て
三
〇
代
か
ら
四
〇
代
の
初
め
の
時
期
で

あ
り
、
非
常
に
充
実
し
た
期
間
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
４
）
福
井
県
尋
常
中
学
校
小
浜
分
校
（
一
八
九
四
～
一
八
九
七
）

　

福
井
県
尋
常
中
学
校
小
浜
分
校
は
嶺
南
地
方
に
中
学
校
が
な
い
状
態
で
あ
っ

た
の
で
、明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
県
会
で
小
浜
分
校
の
設
置
が
認
め
ら
れ
、

明
治
二
十
七
年
四
月
よ
り
開
校
と
な
っ
た
。
こ
の
分
校
は
後
に
小
浜
尋
常
中
学

校
、
小
浜
中
学
校
と
な
り
、
現
在
は
福
井
県
立
若
狭
高
等
学
校
に
な
っ
て
い
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
貫
一
郎
は
明
治
二
十
六
年
十
月
に
私
立
斐
太
尋
常
中
学
校
の

校
長
を
退
職
し
て
い
る
。
退
職
の
理
由
は
制
度
の
改
革
で
私
立
中
学
が
県
立
中

学
に
代
わ
る
た
め
切
り
が
よ
く
、
高
山
在
住
も
長
く
な
り
、
福
井
に
帰
省
を
考

え
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

貫
一
郎
が
福
井
に
帰
っ
て
い
た
の
で
小
浜
分
校
の
設
立
時
に
分
校
長
と
し
て

適
任
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
若
狭
高
等
学
校
百
年
史
』（

（（
（

の
第

一
編
小
浜
中
学
の
歴
史
に
よ
る
と
「
当
時
、
福
井
県
尋
常
中
学
校
の
校
長
は
久

田
監
で
す
が
、
小
浜
に
常
駐
す
る
こ
と
は
な
く
、
大
岩
貫
一
郎
が
小
浜
分
校
の

校
長
心
得
（
分
校
長
）
で
首
席
教
諭
を
兼
任
し
、
物
理
・
化
学
・
動
物
担
当
で

英
語
も
教
え
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
『
百
年
史
』
に
は
当
時
の
卒

業
生
の
話
も
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
貫
一
郎
は
厳
し
い
面
も
あ
る
が

生
徒
に
も
慕
わ
れ
た
実
直
な
分
校
長
（
校
長
心
得
）
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
一
定
の
評
価
を
受
け
て
い
た
の
で
、
次
の
滋
賀
県
立
尋
常
中
学
校
の
校

長
に
抜
擢
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）
滋
賀
県
立
尋
常
中
学
校
（
一
八
九
七
）

　

滋
賀
県
立
尋
常
中
学
校
は
、
現
在
の
滋
賀
県
立
彦
根
東
高
等
学
校
の
前
身

で
あ
る
。
貫
一
郎
が
滋
賀
県
立
尋
常
中
学
校
に
校
長
と
し
て
在
職
し
た
こ
と

は
『
藤
島
高
等
学
校
百
年
史
』
な
ど
の
福
井
県
に
あ
る
資
料
に
は
載
っ
て
い
な

い
。
そ
の
理
由
は
校
長
の
在
任
期
間
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
彦
根
東
高
等
学

校
百
二
十
年
史
』（

（（
（

年
表
（
一
八
）
の
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
）
の
項
を
見
る

と
「
２
月
５
日
大
岩
貫
一
郎
学
校
長
と
な
る
。
５
月
25
日
川
島
純
幹
学
校
長
事

務
取
扱
と
な
る
（
筆
者
注
：
貫
一
郎
は
休
職
と
な
る
）。
７
月
22
日
坂
田
伝
蔵

学
校
長
と
な
る
」
と
あ
る
。
し
か
し
、朝
日
新
聞（

（（
（

（
明
治
三
十
年
八
月
十
五
日
）

に
滋
賀
県
尋
常
中
学
校
長
を
退
任
し
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
よ
う
に

『
百
二
十
年
史
』
と
朝
日
新
聞
の
記
事
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。
筆
者
は
叙
任
辞

令
（
八
月
十
二
日
、
十
四
日
）
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
朝
日
新
聞
が
正
し

い
と
考
え
て
、
表
２
で
は
貫
一
郎
の
退
任
は
八
月
と
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も

貫
一
郎
の
実
質
的
な
在
任
期
間
は
二
月
か
ら
五
月
後
半
ま
で
の
三
か
月
と
非
常

に
短
い
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
短
い
在
任
期
間
の
理
由
を
上
記
の
『
百
二
十
年
史
』
の
二
二
〇
頁
に
あ

る
「
今
井
校
長
と
一
斉
辞
任
問
題
」
か
ら
見
る
と
、
貫
一
郎
が
校
長
に
な
る
直

前
の
学
校
の
状
態
は
「
本
校
へ
の
入
学
志
望
者
が
明
治
二
十
八
年
以
降
、
急
増

し
た
た
め
、
施
設
・
設
備
が
不
足
し
、
特
に
寄
宿
舎
の
新
築
が
緊
急
の
課
題
で

あ
っ
た
。
そ
の
教
育
予
算
の
増
額
を
巡
り
、
学
校
側
と
議
会
側
と
の
感
情
的
な

対
立
も
あ
り
、
議
会
側
は
今
井
校
長
の
「
職
務
不
適
任
」
を
決
議
し
、
今
井
校

長
は
辞
表
を
提
出
し
た
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
た
教
員
が
次
々
と
辞
表
を
出
す
と

い
う
非
常
事
態
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
生
徒
も
こ
れ
に
同
調
す
る
事
態
に
な
っ
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
二
人
の
助
手
に
つ
い
て

た
。
最
終
的
に
は
教
員
は
全
員
辞
任
し
た
が
、
先
生
方
も
生
徒
に
自
重
す
る
よ

う
に
働
き
か
け
た
と
思
わ
れ
る
が
学
生
は
残
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
い
う
よ
う

な
事
で
あ
っ
た
。

　

す
な
わ
ち
、
貫
一
郎
は
教
員
が
全
員
辞
任
し
た
よ
う
な
と
こ
ろ
に
、
学
校
の

再
建
を
託
さ
れ
て
校
長
と
し
て
送
り
こ
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。し
か
し
、

貫
一
郎
の
当
時
の
こ
と
に
つ
い
て
は
上
記
の
『
百
二
十
年
史
』
に
は
一
切
触
れ

ら
れ
て
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
貫
一
郎
は
学
校
再
建
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん

だ
と
思
わ
れ
る
が
、
今
ま
で
校
長
や
校
長
心
得
を
経
験
し
て
い
る
が
、
上
記
の

よ
う
な
状
況
で
県
議
会
と
の
折
衝
や
初
め
て
の
土
地
で
の
教
員
集
め
な
ど
か
ら

心
労
が
重
な
り
、
心
身
と
も
に
疲
れ
て
し
ま
い
、
休
職
に
追
い
込
ま
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
貫
一
郎
は
再
建
に
失
敗
し
た
の
で
、
こ
の
時
期
の

こ
と
は
『
福
井
県
藤
島
高
等
学
校
百
年
史
』
に
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
。

　

貫
一
郎
は
こ
れ
以
後
、
後
述
の
よ
う
に
埼
玉
県
・
香
川
県
・
兵
庫
県
の
中
学

校
へ
移
る
が
、
校
長
に
な
る
こ
と
は
二
度
と
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
貫
一
郎

は
実
直
で
あ
っ
た
が
、
強
い
指
導
力
で
混
乱
を
収
め
る
程
の
政
治
力
は
無
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
６
）
埼
玉
県
立
第
二
尋
常
中
学
校
（
一
八
九
七
～
一
九
〇
〇
）

　

貫
一
郎
は
上
記
の
よ
う
に
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
八
月
に
滋
賀
県
立
尋

常
中
学
校
長
を
退
職
し
、
同
年
の
八
月
に
は
埼
玉
県
立
第
二
尋
常
中
学
校
教
諭

と
し
て
転
任
し
て
い
る
。
こ
の
第
二
尋
常
中
学
校
は
現
在
の
埼
玉
県
立
熊
谷
高

等
学
校
で
同
校
の
『
熊
谷
高
校
八
十
周
年
記
念
誌
』（

（（
（

に
よ
れ
ば
単
な
る
教
諭
と

し
て
で
は
な
く
、
教
頭
と
し
て
在
任
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
校
長
か
ら
教
頭

に
降
格
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

し
か
し
、
上
記
の
『
八
十
周
年
記
念
誌
』
に
は
在
職
期
間
（
明
治
三
十
・
八
・

三
十
一
～
三
十
三
・
九
・
五
）
は
記
さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
貫
一
郎
の
動
向
が

分
か
る
よ
う
な
記
載
は
な
く
、
こ
の
時
代
の
貫
一
郎
が
ど
の
よ
う
な
教
員
生
活

を
し
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
精
神
的
に
も
落
ち
着
き
、
明
治
三
十
三
年

九
月
ま
で
教
頭
職
を
ま
っ
と
う
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
同
じ
九
月
に
次
の

赴
任
地
で
あ
る
香
川
県
に
転
任
し
て
い
る
が
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
現
在
の
と

こ
ろ
分
か
っ
て
は
い
な
い
。

（
７
）
香
川
県
立
高
松
中
学
校
（
一
九
〇
〇
～
一
九
〇
四
）

　

こ
の
香
川
県
立
高
松
中
学
校
は
、現
在
の
香
川
県
立
高
松
高
等
学
校
で
あ
る
。

同
校
の
『
年
輪　

高
松
高
等
学
校
八
十
年
沿
革
誌
』（

（（
（

の
「
教
職
員
在
勤
表
」
の

明
治
三
十
三
～
三
十
七
年
（
一
九
〇
〇
～
一
九
〇
四
）
の
欄
に
大
岩
貫
一
郎
の
名

前
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
官
報（

（（
（

に
よ
る
と
教
諭
の
肩
書
の
み
で
あ
る
が
、
給
四

級
上
俸
月
六
五
円
で
、
埼
玉
時
代
の
年
報
が
七
二
〇
円
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ

よ
り
高
く
な
っ
て
お
り
、
降
格
人
事
で
あ
っ
た
と
思
え
な
い
。
上
記
の
『
八
十

年
沿
革
誌
』
に
も
当
時
の
貫
一
郎
の
動
向
を
記
す
も
の
は
な
く
、
そ
の
こ
ろ
の

様
子
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。

（
８
）
兵
庫
県
立
小
野
中
学
校
（
一
九
〇
五
～
一
九
一
七
）

　

こ
の
兵
庫
県
立
小
野
中
学
校
は
現
在
の
兵
庫
県
立
小
野
高
等
学
校
で
あ
る
。

同
校
の
『
小
野
高
等
学
校
八
十
周
年
記
念
誌
』（

（（
（

の
「
職
員
在
籍
録
」
に
よ
る
と
、

大
岩
貫
一
郎
の
在
籍
期
間
は
明
治
三
十
八
年
四
月
～
大
正
六
年
十
月
に
な
っ
て

い
る
が
、
朝
日
新
聞
に
よ
る
と
、
貫
一
郎
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に

教
諭
を
退
職
し
て
い
る（

（（
（

が
、
引
き
続
き
嘱
託
教
授
と
し
て
同
校
で
大
正
六
年
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六
十
一
巻
二
号

（
一
九
一
七
）
十
月
ま
で
教
鞭
を
と
っ
て
い
た
の
で
そ
の
在
職
期
間
は
合
計
で

一
三
年
間
で
あ
る
。
な
お
、こ
こ
で
は
職
務
は
理
化
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

ど
の
よ
う
な
講
義
や
実
験
を
し
て
い
た
か
な
ど
の
当
時
の
様
子
が
分
か
る
よ
う

な
記
述
は
学
校
の
記
念
誌
に
も
無
く
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
貫
一
郎
が
明

治
四
十
二
年
に
退
職
後
も
引
き
続
き
嘱
託
教
授
を
要
請
さ
れ
て
八
年
間
も
勤
め

て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、そ
の
人
格
や
授
業
は
学
生
た
ち
に
好
評
で
あ
り
、

学
校
側
が
、
体
調
を
く
ず
し
て
福
井
へ
戻
る
こ
と
を
希
望
す
る
ま
で
引
き
留
め

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
大
岩
貫
一
郎
は
福
井
に
戻
り
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
六
月
に

六
九
歳
で
死
去
し
た
。
墓
は
福
井
市
在
田
の
法
満
寺
に
あ
る
。

　

こ
の
章
の
最
後
に
大
岩
貫
一
郎
の
生
涯
に
つ
い
て
見
て
み
る
。

　

貫
一
郎
は
今
見
て
き
た
よ
う
に
生
涯
の
大
部
分
を
中
学
校
教
諭
と
し
て
過
ご

し
て
お
り
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
で
目
指
し
た
教
育
を
一
番
具
現
し
た
人
物
の

よ
う
に
思
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
目
指
し
た
福
井
で
の
教
育
の
目

的
は
、
日
記
や
書
簡
な
ど
か
ら
日
本
に
西
洋
の
自
然
科
学
を
根
づ
か
せ
る
た
め

に
必
要
な
も
の
は
日
本
中
に
師
範
学
校
を
作
り
、
日
本
人
の
中
学
教
師
を
養
成

し
て
そ
の
教
師
た
ち
が
自
然
科
学
を
日
本
中
に
拡
げ
る
こ
と
で
、
そ
の
見
本
に

な
る
よ
う
な
理
化
学
の
学
校
を
福
井
に
つ
く
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
福
井
に
来
て
す
ぐ
に
化
学
所
と
い
う
理
化
学
の
実
験
室
を
つ

く
り
は
じ
め
、
ま
た
日
本
人
向
け
の
日
本
語
の
教
科
書
を
作
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
貫
一
郎
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
助
手
と
し
て
最
も
身
近
で
彼
の

教
え
を
受
け
て
、
彼
が
目
的
と
し
た
理
化
学
の
中
学
教
諭
と
し
て
福
井
・
高
山

（
岐
阜
）・
小
浜
・
熊
谷
（
埼
玉
）・
高
松
（
香
川
）・
小
野
（
兵
庫
）
と
い
う
多

く
の
地
域
で
、
西
洋
の
自
然
科
学
の
考
え
方
や
実
験
の
重
要
性
を
教
え
て
日
本

に
自
然
科
学
を
定
着
さ
せ
る
に
貢
献
し
た
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
上
述
の
よ
う
に
貫
一
郎
は
若
く
し
て
校
長
に
任
命
さ
れ
た
が
、
滋
賀

県
立
尋
常
中
学
校
長
時
代
に
赴
任
三
か
月
で
休
職
し
て
、
そ
の
後
埼
玉
県
立
第

二
尋
常
中
学
校
に
移
る
と
き
に
教
頭
に
降
格
し
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
滋
賀
県

で
の
学
校
再
建
の
失
敗
の
責
任
を
と
ら
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、

香
川
県
・
兵
庫
県
で
は
教
諭
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、年
齢
が
高
く
な
っ

て
昇
進
す
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
降
格
し
て
い
る
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
貫
一

郎
自
身
は
最
後
の
小
野
中
学
校
時
代
に
長
い
間
嘱
託
教
授
し
て
い
た
よ
う
に
、

栄
達
を
求
め
る
よ
り
、
生
徒
た
ち
と
一
緒
に
実
験
な
ど
を
す
る
な
ど
学
校
教
育

に
生
き
甲
斐
を
感
じ
て
、
生
徒
な
ど
に
も
好
評
な
教
師
と
し
て
グ
リ
フ
ィ
ス
の

目
的
に
沿
っ
た
生
涯
を
送
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　

四　

中
野
外
志
男
の
略
歴

　

中
野
外
志
男
（
一
八
五
四
～
一
八
八
五
）
の
略
歴
を
記
し
た
も
の
は
福
田
源
三

郎
編
『
越
前
人
物
志 

中
巻
』（

（（
（

の
洋
学
者
の
項
の
中
に
あ
る
の
が
お
そ
ら
く
一

番
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
略
歴
に
今
回
見
出
し
た
幾
つ
か

の
新
し
い
資
料
を
加
味
し
て
表
３
に
中
野
外
志
男
の
略
歴
を
記
し
た
。

　

三
十
二
歳
と
い
う
若
さ
で
死
去
し
て
お
り
、早
す
ぎ
る
死
去
が
惜
し
ま
れ
る
。

（
一
）
グ
リ
フ
ィ
ス
の
来
福
以
前
の
外
志
男

　

外
志
男
は
安
政
元
年
（
一
八
八
四
）
に
越
前
福
井
で
福
井
藩
士
中
野
文
次
郎
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
二
人
の
助
手
に
つ
い
て

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
、
幼
少
期

に
つ
い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、『
越
前
人

物
志
』
に
よ
れ
ば
「
明
治
三
年
二
月
廿
三
日
福

井
藩
中
学
少
年
長
仰
付
ら
れ
、
学
業
出
精
且
家

庭
の
勤
行
に
つ
き
屡
報
賞
の
米
金
を
受
く
」
と

あ
る
。こ
の
前
半
部
分
は『
子
弟
輩
』に
は
な
く
、

後
半
部
は『
子
弟
輩
』の
明
治
三
年（
一
八
七
〇
）

四
月
十
四
日
の
所
に
同
じ
内
容
の
記
述
が
あ

り
、
ま
た
十
月
二
日
の
所
に
は
中
級
へ
進
み
米

を
年
六
俵
得
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
来
福
以
前
は
外
志
男
は

ま
だ
一
六
歳
で
中
学
校
の
学
生
で
あ
っ
た
が
、

成
績
は
優
秀
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。
そ
し
て
、
ル
シ
ー
が
明
治
三
年
に
来
福
後

は
彼
か
ら
英
語
を
習
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
来
福
に
際
し
て
大

岩
貫
一
郎
と
共
に
藩
の
要
望
で
グ
リ
フ
ィ
ス
の

助
手
に
任
命
さ
れ
て
、
明
治
四
年
九
月
十
三
日

に
正
式
に
化
学
所
庶
務
方
兼
教
授
方
手
伝
に
な

り
、
同
年
十
二
月
十
六
日
に
は
准
二
等
教
授
と

な
っ
た
。
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
滞
在
中
の
こ
と

は
一
章
に
記
し
た
。

西暦 和暦 年齢 事　　　項 出典

1854 年 安政 元年 0 越前福井に藩士中野文次郎の次男として生ま
れる 文献（25）

1870 年 明治 3 年 16 福井藩中学少年長仰付けらる 同上

1871 年 3 月

明治 4 年

1 月

17

（グリフィス来福する）
10 月 9 月 化学所庶務方兼教授手伝いに任ぜられる 子弟輩

1872 年

1 月 12 月 洋学を以て準二等教授に任ぜられる 同上

1 月 12 月 （グリフィスが東京（南校）へ移るため福井
を去る）

3 月
明治 5 年

2 月
18

勤務を辞して、東京へ出る 子弟輩
5 月 4 月 南校に入学（英語　二部） 文献（26）

10 月 9 月 開拓使御用掛物産掛になる 文献（25）
1873 年 7 月 明治 6 年 6 月 19 アンチセルの鹿児島金山調査に同行する 同上

1874 年 1 月 明治 7 年 1 月 20 モンローの北海道金田調査に通訳兼助手とし
て同行 文献（27）

1875 年
3 月

明治 8 年
3 月

21
開拓使を退職 文献（25）

3 月 3 月 東京開成学校地質及び金石学助教 同上
11 月 11 月 同校教授補となる 同上

1876 年 明治 9 年 22 同校教場助手となる 同上

1877 年

2 月

明治 10 年

2 月

23

ナウマンの伊豆大島噴火調査に同行 文献（28）
4 月 4 月 東京大学理学部教場助手となる 文献（25）

7 月 7 月 工部四等技　手二級になり、工作局（工部大
学校）地質鉱山学助手 同上

1879 年 3 月 明治 12 年 3 月 25 工部二等　、大学博物館掛兼任 同上
1880 年 8 月 明治 13 年 8 月 26 工部三等技手 同上
1881 年 5 月 明治 14 年 5 月 27 教授補 同上

1882 年 9 月 明治 15 年 9 月 28 工部大学校助教授（判任）、従七位に叙せら
る 同上

1884 年 12 月 明治 17 年 12 月 30 工部大学奏任助教授 文献（29）

1886 年 2 月 明治 19 年 2 月 32 非職となる 文献（25）
5 月 5 月 脳卒中で自宅で急逝する 文献（30）

表 3　中野外志男の略歴
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（
二
）
グ
リ
フ
ィ
ス
の
福
井
退
去
後
の
外
志
男

　

グ
リ
フ
ィ
ス
は
一
八
七
二
年
一
月
二
十
二
日
（
明
治
四
年
十
二
月
十
三
日
）

福
井
を
出
て
、
東
京
へ
向
か
っ
た
。
外
志
男
は
明
治
五
年
二
月
十
三
日
に
准

二
等
教
授
を
依
頼
退
職
、
二
月
十
八
日
に
東
京
へ
向
か
っ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
外
志
男
は
グ
リ
フ
ィ
ス
が
福
井
を
去
っ
た
後
、
グ
リ
フ
ィ
ス
を
追
っ
か
け

る
よ
う
に
東
京
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
東
京
日
記

（
一
八
七
二
年
四
月
九
日
）
に
「
中
野
、
山
形
、
石
田
、
東
京
に
着
く
」
と
あ

る
こ
と
か
ら
、
中
野
は
山
形
と
石
田
の
二
人
学
生
と
一
緒
に
東
京
に
来
た
こ
と

が
分
か
る
。

（
１
）
東
京
到
着
後
か
ら
開
拓
使
ま
で
（
一
八
七
二
）

　

上
記
の
よ
う
に
外
志
男
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
三
月
に
は
東
京
に
着
い

た
と
思
わ
れ
る
。『
南
校
一
覧
』（
壬
申
四
月
改
）（

（（
（

の
学
生
名
簿
の
「
英
語
二
部
」

の
所
に
中
野
外
志
男
の
名
前
が
あ
る
。
ま
た
「
英
語
四
部
」
の
所
に
同
行
し
た

石
田
二
男
雄
の
名
も
あ
る
。
な
お
、
山
形
は
後
に
医
学
部
に
進
ん
で
い
る
の
で

こ
こ
に
は
名
前
は
な
い
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
大
学
南
校
化
学
局
手
伝
い
、
す
な

わ
ち
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
助
手
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
『
越
前

人
物
志
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
五
年
九
月
二
十
一
日
に
「
大
学
南
校
化
学
局
手
伝

い
よ
り
開
拓
使
御
用
掛
物
産
掛
と
な
る
」
と
あ
る
。
外
志
男
は
東
京
に
来
て
六

か
月
の
間
に
南
校
の
学
生
か
ら
グ
リ
フ
ィ
ス
の
助
手
に
な
り
、
開
拓
使
に
就
職

す
る
と
い
う
よ
う
に
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
い
る
。

（
２
）
開
拓
使
時
代
（
一
八
七
二
～
一
八
七
五
）

　

開
拓
使
と
は
北
海
道
の
開
拓
の
た
め
に
明
治
政
府
が
作
っ
た
行
政
機
関
で
、

多
く
の
御
雇
い
外
国
人
を
雇
っ
て
い
た
。
中
野
外
志
男
は
金
田
す
な
わ
ち
金
の

鉱
山
を
探
す
事
業
で
、
お
雇
い
外
国
人
の
通
訳
及
び
補
助
手
の
役
割
を
し
て
い

た
。

　

上
述
の
様
に
外
志
男
は
明
治
五
年
九
月
に
開
拓
使
物
産
掛
に
な
り
、
明
治
六

年（
一
八
七
三
）の
教
師
ア
ン
チ
セ
ル
の
鹿
児
島
県
の
金
山
の
調
査
に
同
行
し
た
。

そ
の
後
、
明
治
七
年
に
は
ラ
イ
マ
ン
の
助
手
の
モ
ン
ロ
ー
の
松
前
と
十
勝
金
田

の
調
査
に
同
行
し
、
そ
の
際
、
金
の
鉱
脈
を
記
す
地
図
の
作
製
に
中
野
が
携
わ

り
、
そ
れ
が
う
ま
く
出
来
て
い
る
こ
と
を
モ
ン
ロ
ー
は
そ
の
報
告
書
「
北
海
道

金
田
地
方
報
文
」（

（（
（

に
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
作
図
に
は
中
野
が
グ
リ
フ
ィ

ス
の
図
画
を
佐
々
木
権
六
と
一
緒
に
手
伝
っ
て
い
た
こ
と
が
役
立
っ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
明
治
八
年
三
月
に
開
拓
使
を
退
職
し
た
。
こ
の
後
、
中
野
は
東
京

開
成
学
校
や
工
科
大
学
で
地
質
学
や
金
石
学
（
鉱
物
学
）
を
教
え
る
こ
と
に
な

る
が
、
こ
れ
は
こ
の
開
拓
使
時
代
に
い
ろ
い
ろ
な
お
雇
い
外
国
人
教
師
に
直
接

に
現
地
調
査
の
や
り
方
、
鉱
物
に
関
す
る
知
識
を
教
え
ら
れ
て
金
石
学
を
専
門

に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
３
）
東
京
開
成
学
校
か
ら
工
科
大
学
ま
で
（
一
八
七
五
～
一
八
七
七
）

　

中
野
は
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
三
月
に
開
拓
使
を
退
職
し
、
同
月
六
日
に

東
京
開
成
学
校
の
地
質
及
び
金
石
学
の
助
教
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
そ
の
後
は
同
年

十
一
月
に
教
授
補
と
な
り
、
九
年
に
は
同
校
の
教
場
助
手
、
十
年
四
月
に
は
東

京
大
学
理
学
部
教
場
助
手
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
当
時
の
学
校
名
や
役
職

の
変
更
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
明
治
十
年
東
京
大
学
理
学
部
の
一
部
が

工
部
省
の
管
轄
に
移
り
、
工
科
大
学
が
出
来
た
時
に
中
野
は
工
科
大
学
に
移
っ

た
。
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グ
リ
フ
ィ
ス
の
二
人
の
助
手
に
つ
い
て

　

こ
の
時
期
の
中
野
が
関
係
し
た
事
で
分
か
っ
た
の
は
、明
治
十
年（
一
八
七
七
）

二
月
の
ナ
ウ
マ
ン
の
伊
豆
大
島
噴
火
調
査
に
同
行
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。

（
４
）
工
科
大
学
時
代
か
ら
死
去
ま
で
（
一
八
七
七
～
一
八
八
六
）

　

中
野
は
、明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
七
月
に
工
部
四
等
技
手
二
級
、工
作
局
（
工

部
大
学
校
）
地
質
鉱
山
学
助
手
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
十
年
一
月

に
官
制
の
改
革
に
よ
り
、
工
部
寮
が
工
部
大
学
に
な
り
、
工
作
局
に
属
し
、
そ

こ
に
彼
が
東
京
大
学
理
学
部
か
ら
転
任
し
た
事
を
示
し
て
い
る
。

　

工
部
大
学
で
は
順
調
に
昇
進
し
て
、明
治
十
四
年
五
月
に
は
教
授
補
と
な
り
、

明
治
十
七
年
十
二
月
に
は
奏
任
助
教
授
に
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
、
明
治
十
九

年
に
非
職
に
な
っ
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
明
治
十
八
年
十
二
月
に
工
部
省
が
廃
止
と
な
り
、
工
部
大
学
は

文
部
省
に
移
管
さ
れ
、
翌
年
三
月
に
帝
国
大
学
令
が
発
布
さ
れ
て
工
部
大
学
は

東
京
大
学
工
芸
学
部
と
と
も
に
東
京
帝
国
大
学
工
科
大
学
と
な
っ
た
。こ
の
時
、

中
野
は
正
式
な
大
学
教
育
を
受
け
て
い
な
い
、
す
な
わ
ち
学
士
の
称
号
が
な
い

た
め
に
東
京
大
学
帝
国
大
学
工
科
大
学
の
教
官
と
し
て
採
用
さ
れ
ず
、
非
職
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
中
野
と
一
緒
に
明
治
十
七
年
に
奏
任
助
教

授
に
な
っ
た
人
た
ち
は
、
中
野
を
除
き
す
べ
て
工
部
大
学
の
卒
業
生
で
あ
り
、

教
授
に
な
っ
て
い
る
事
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
非
職
に
な
っ
た
が
、
次
の
就
職
先
と
し
て
石
川
県
の
尾
小
屋
鉱
山
に

移
る
が
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
『
越
前
人
物
志
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
五
月
二
十
一
日
に
送
別
会
の
宴
の
後
、
帰
宅
し
自

宅
で
脳
卒
中
の
た
め
に
三
二
歳
の
若
さ
で
死
去
し
た（

（（
（

。
な
お
、
墓
は
現
在
も
青

山
墓
地
に
あ
る
。

　

工
科
大
学
時
代
の
中
野
外
志
男
は
金
石
地
質
及
鉱
山
学
教
授
の
ミ
ル
ン
の
と

こ
ろ
で
助
手
や
助
教
授
を
し
て
お
り
、
学
生
実
験
の
指
導
や
「
金
石
学
」
の
講

義
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
工
科
大
学
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
大
学
博
物
館
の

専
任
教
官
と
し
て
明
治
十
四
～
十
五
年
に
は
活
躍
し
て
い
る
。

　

学
会
活
動
と
し
て
は
明
治
十
八
年
の
日
本
鉱
業
会
の
創
立
に
最
初
か
ら
か
か

わ
り
。
創
立
総
会
で
は
理
事
に
選
出
さ
れ
、
役
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
簡
単
に
中
野
外
志
男
の
生
涯
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
目
に
つ
く
こ
と

は
、
彼
は
終
始
お
雇
い
外
国
人
に
実
地
に
教
育
を
受
け
、
正
式
な
学
校
教
育
を

受
け
ず
に
大
学
教
官
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
東
京
帝
国
大

学
工
科
大
学
の
設
立
時
に
は
大
学
教
官
と
し
て
採
用
さ
れ
ず
、
ま
た
実
業
界
へ

の
転
身
を
決
意
し
た
矢
先
に
脳
卒
中
で
三
二
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
り
、
そ
の
大

成
を
見
ず
に
終
わ
っ
た
こ
と
は
残
念
で
あ
る
。
彼
の
死
に
際
し
て
松
平
春
嶽
も

お
言
葉
を
贈
ら
れ
た
こ
と
が
『
越
前
人
物
志
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　

お 

わ 

り 

に

　

本
稿
は
、
グ
リ
フ
ィ
ス
の
明
新
館
時
代
に
そ
の
助
手
を
し
て
い
た
大
岩
貫
一

郎
と
中
野
外
志
男
の
二
人
の
グ
リ
フ
ィ
ス
と
の
関
わ
り
と
、
二
人
の
生
涯
に
グ

リ
フ
ィ
ス
の
影
響
を
見
る
こ
と
に
あ
る
。

　

大
岩
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
教
育
理
念
に
沿
っ
て
中
学
校
の
教
諭
と
し
て
西
洋
の

自
然
科
学
の
基
本
を
日
本
に
広
め
る
た
め
に
そ
の
生
涯
を
中
学
教
諭
と
し
て
過

ご
し
、
本
人
も
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
グ
リ
フ
ィ
ス
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
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い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
中
野
は
グ
リ
フ
ィ
ス
に
福
井
で
習
っ
た
英
語
力
と
理
化
学
の
知
識
で

多
く
の
お
雇
い
外
国
人
の
通
訳
と
助
手
を
す
る
こ
と
で
鉱
物
学
の
専
門
家
と
し

て
工
科
大
学
の
助
教
授
ま
で
な
っ
た
が
、
三
二
歳
で
亡
く
な
っ
た
事
は
惜
し
ま

れ
る
。
た
だ
、
中
野
は
お
そ
ら
く
グ
リ
フ
ィ
ス
の
勧
め
で
南
校
を
や
め
て
グ
リ

フ
ィ
ス
の
助
手
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
南
校
を
や
め
な
け
れ
ば
東
京
大
学

の
第
一
回
生
と
し
て
ま
た
別
の
道
を
歩
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。
中
野
は
人
生

の
岐
路
で
二
回
も
グ
リ
フ
ィ
ス
の
助
手
を
選
択
し
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
洋
行

の
推
薦
を
辞
退
し
て
木
滑
が
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
た
時
と
南
校
を
辞
め
た
時
で
あ

る
。
あ
る
意
味
で
は
中
野
は
グ
リ
フ
ィ
ス
の
影
響
を
最
も
受
け
た
人
物
と
言
え

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
ま
り
に
も
若
く
し
て
病
死
し
た
た
め
、
そ
の
功
罪
の

判
断
は
で
き
な
い
。
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今
回
も
本
稿
を
書
く
に
あ
た
り
、
資
料
の
収
取
や
校
正
な
ど
で
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
福
井
大
学
図
書
館
の
安
野
辰
己
氏
、
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稿
の
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福
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館
の
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氏
、
福
井
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関
係
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ど
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史
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収
集

に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
福
井
県
立
文
書
館
の
方
々
、
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山
市
立
図
書
館
、
滋

賀
県
立
図
書
館
、
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玉
県
立
図
書
館
熊
谷
分
室
、
香
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県
立
図
書
館
、
兵
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立
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書
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フ
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に
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註（
１
）
沖
久
也
「
グ
リ
フ
ィ
ス
の
残
し
た
メ
モ
“Students

”（
学
生
名
簿
）
に
つ
い
て
」（『
若

越
郷
土
研
究
』
六
〇
巻
二
号
、
二
〇
一
六
年
）。

（
２
）
山
下
英
一
『
グ
リ
フ
ィ
ス
と
福
井
（
増
補
改
訂
版
）』（
エ
ク
シ
ー
ト
、二
〇
一
三
年
）。

（
３
）
山
下
英
一
『
グ
リ
フ
ィ
ス
福
井
書
簡
―Guriffi

s Fukui Letter

』（
能
登
印
刷
出
版
、

二
〇
〇
九
年
）。

（
４
）
福
井
中
学
五
十
周
年
編
纂
委
員
会
編
『
福
井
県
立
福
井
中
学
五
十
周
年
記
念
誌
』（
明

新
会
、
一
九
三
一
年
、
一
二
四
頁
）。

（
５
）
清
水
町
教
育
委
員
会
編
『
清
水
町
史
』
下
巻
（
清
水
町
、一
九
七
一
年
、一
六
四
一
頁
）。

（
６
）
貫
一
郎
の
生
誕
地
は
、
父
主
一
の
別
邸
で
あ
る
。
三
上
一
夫
「
幕
末
初
期
の
足
羽
川
」

（『
九
十
九
橋
も
の
が
た
り
写
真
集
』（
新
九
十
九
橋
名
橋
化
促
進
会
、
一
九
八
六
年
）
は
、

大
岩
家
と
横
井
小
楠
の
寄
留
宅
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
大
岩
家
の
子
孫
守
正
氏
の
談
話

を
次
の
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
。「（
小
楠
は
）
四
畳
半
・
三
畳
二
間
の
書
院
づ
く
り
風

の
平
家
に
寄
留
し
て
い
た
そ
う
で
、
そ
の
後
大
岩
家
で
は
、
太
平
洋
戦
争
で
福
井
が
戦

災
に
あ
う
ま
で
使
っ
て
い
た
」。
す
な
わ
ち
大
岩
家
の
一
部
に
小
楠
が
住
ん
で
い
た
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
貫
一
郎
が
亡
く
な
っ
た
の
も
、
こ
の
別
邸
と
思
わ
れ
る
。

（
７
）
ユ
ネ
ス
コ
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
編
『
資
料　

御
雇
外
国
人
』（
小
学
館
、

一
八
七
五
年
、
八
二
六
頁
）。

（
８
）
敦
賀
市
教
育
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
敦
賀
教
育
史 

通
史
編
上
巻
』（
敦
賀
市
教
育
委

員
会
、
二
〇
〇
二
年
、
四
五
一
頁
）。

（
９
）『
文
部
省
年
報
明
治
七
年　

付
録
（
敦
賀
県
）』（
福
井
県
文
書
館
複
製
番
号
Ｚ
四
一
四
八

号
）。

（
⓾
）
福
井
県
教
育
史
研
究
室
編
『
福
井
県
教
育
百
年
史 

第
一
巻 

通
史
編
（
一
） 

』（
福
井

県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
八
年
、
三
三
四
頁
）。

（
⓫
）
福
井
県
医
師
会
編
『
福
井
県
医
学
史
』（
福
井
県
医
師
会
、一
九
六
八
年
、二
八
三
頁
）。

（
⓬
）『
福
井
県
藤
島
高
等
学
校
百
年
史
』（
福
井
県
藤
島
高
等
学
校
、一
九
五
六
年
、一
三
八
九
頁
）。
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沖　

グ
リ
フ
ィ
ス
の
二
人
の
助
手
に
つ
い
て

（
⓭
）
大
岩
貫
一
郎
『
小
学
博
物
学 

全
三
冊
』（
溝
江
文
明
堂
・
平
沢
廣
済
堂
、一
八
八
四
年
）。

（
⓮
）
真
山
元
著
、
大
岩
貫
一
郎
閲
『
小
学
人
体
問
答 

上
・
下
』（
敦
賀
県
文
明
堂
、
一
八
七
六
年
）。

（
⓯
）
福
井
新
聞
（
明
治
十
七
年
三
月
五
日
）。

（
⓰
）『
高
山
市
史 

下
巻
』（
高
山
市
、
一
九
五
三
年
、
八
六
～
八
八
頁
）。

（
⓱
）
創
立
百
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
編
『
若
狭
高
等
学
校
百
年
史
』（
福
井
県
立
若

狭
高
等
学
校
、
二
〇
〇
一
年
、
四
六
頁
）。

（
⓲
）
彦
根
東
高
等
学
校
校
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
彦
根
東
高
等
学
校
百
二
十
年
史
』（
創

立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
、
一
九
九
六
年
、
一
一
二
〇
頁
）。

（
⓳
）
朝
日
新
聞
（
明
治
三
〇
年
八
月
十
五
日
）
に
「
依
願
滋
賀
県
尋
常
中
学
校
長
を
免
ず

　

滋
賀
県
尋
常
中
学
校
長　

大
岩
貫
一
郎
」と
あ
る
。
な
お
、官
報（
三
十
年
二
月
十
三
日
）

に
よ
り
、
校
長
の
就
任
は
明
治
三
十
年
二
月
五
日
で
、
ま
た
官
報
（
六
月
二
十
四
日
）

で
五
月
二
十
七
日
に
休
職
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
事
も
分
か
っ
た
。

（
⓴
）
熊
谷
高
等
学
校
記
念
誌
編
集
委
員
会
編
『
熊
谷
高
校
八
十
周
年
記
念
誌
』（
埼
玉
県
立

熊
谷
高
等
学
校
、
一
九
七
五
年
）。

（
㉑
）
高
松
高
等
学
校
玉
翠
会
編
『
年
輪　

高
松
高
等
学
校
八
十
周
年
沿
革
誌
』（
玉
翠
会
、

一
九
七
五
年
）
巻
末
「
教
職
員
在
勤
表
」。

（
㉒
）
官
報
（
明
治
三
十
三
年
九
月
二
十
五
日
）
に
は
「
給
四
級
上
捧
月
六
十
五
圓
（
九
月

五
日
香
川
県
）
香
川
県
高
松
中
学
校
教
諭　

大
岩
貫
一
郎
」
と
あ
る
。
ま
た
、
官
報
（
明

治
三
十
七
年
五
月
六
日
）
に
は
「
本
職
を
免
ず
（
五
月
五
日
内
閣
）
高
松
中
学
校
教
諭

　

大
岩
貫
一
郎
」
と
あ
る
。

（
㉓
）『
小
野
高
等
学
校
八
十
周
年
記
念
誌
』（
小
野
高
等
学
校
、一
九
八
三
年
、一
一
三
二
頁
）。

（
㉔
）
朝
日
新
聞
（
明
治
四
十
二
年
八
月
二
十
五
日
）
に
「
願
い
に
依
り　

本
職
を
免
ず
」

と
あ
る
。

（
㉕
）
福
田
源
三
郎
編
『
越
前
人
物
志
（
復
刻
版
）』（
思
文
閣
、
一
九
七
二
年
、
八
四
七
～

八
四
八
頁
）。

（
㉖
）『
南
校
一
覧
』（
弘
前
図
書
館
蔵
）。

（
㉗
）（
25
）
で
は
、
ラ
イ
マ
ン
に
同
行
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
ラ
イ
マ
ン
の
助
手
の

モ
ン
ロ
ー
の
通
訳
兼
助
手
と
し
て
同
行
し
た
。
モ
ン
ロ
ー
の
「
北
海
道
金
田
地
方
報
文
」

の
全
文
が
『
新
選　

北
海
道
史 

第
六
巻
史
料
二
』（
北
海
道
庁
、
一
九
三
六
年
、
五
〇
八

～
五
五
五
頁
）
に
あ
り
、
中
野
は
一
八
七
四
年
時
に
同
行
し
て
い
る
。
こ
の
時
住
民
の

伝
承
話
も
収
集
し
た
。

（
㉘
）
山
下
昇
「
ナ
ウ
マ
ン
の
火
山
及
び
火
山
岩
研
究
」（『
地
質
雑
誌
』
第
九
六
巻
、
一
九
一
〇

年
、
四
七
九
頁
）。

（
㉙
）『
工
部
省
沿
革
報
告
』
は
『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成　

一
七
巻
の
一
（
復
刻
）』

（
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
、一
九
六
四
年
）
が
あ
り
、そ
の
工
部
大
学
校
三
五
〇
頁
に
あ
る
。

（
㉚
）（
25
）
に
あ
る
が
「
中
野
外
志
男
君
逝
」（『
日
本
鉱
業
会
誌
』
第
一
五
号
、一
八
八
六
年
、

一
〇
五
六
頁
）。


